
概
　要

　『元
姓
家
譜
』（
知
念
家
）
は
、
令
和
四
年
度
に
金
城
清
子
氏
よ
り
当
館
へ
寄
贈

さ
れ
た
資
料
で
あ
り
、『
氏
集

　首
里
那
覇
』（
注
１
）
の
二
番-

二
五
六
に
当
た

る
（
注
２
）。
こ
れ
ま
で
、
那
覇
市
や
沖
縄
県
に
よ
る
家
譜
収
集
事
業
に
お
い
て

実
物
が
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
、
世
系
図
に
「
首
里
之
印
」
の
朱
方
印

が
押
さ
れ
た
家
格
護
の
家
譜
で
あ
る
。
元
祖
（
立
口
）
は
、
元

げ
ん
か
い
ぎ
ょ
く

開
極
・
糸い
と
か
ず数
知ち
ね
ん念

親
雲
上
庸よ
う
ち
ゅ
う
忠
か
ら
数
え
て
三
世
の
元
げ
ん
こ
く
し
ょ
う

國
祥
・
知
念
子
庸よ
う
え
い盈
の
長
男
・
庸よ
う
せ
い正
で
あ
る
。

庸
正
は
四
世
と
表
記
さ
れ
、
本
家
譜
の
世
系
図
に
は
十
世
ま
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　元
姓
の
名
乗
頭
は
「
庸
」
で
あ
る
が
、
七
世
・
庸よ
う
た
い泰

の
息
子
た
ち
（
八
世
）
か

ら
名
乗
頭
が
「
盛
」
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
七
世
・
庸
泰
の

長
男
・
盛せ

い
え
ん演
の
本
名
が
庸よ
う
ぜ
ん善
、
次
男
・
盛せ
い
き記
は
庸よ
う
嘉か

と
注
釈
が
つ
い
て
お
り
、
各

人
の
記
事
に
は
、「
本
名
乗
頭
字
庸
た
り
と
い
え
ど
も
、
字
性
悪
敷
に
よ
り
訟
を

奏
し
て
、
盛
に
改
む
。
こ
れ
に
よ
り
、
以
後
盛
の
字
を
用
い
る
な
り
。」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
七
世
・
庸
泰
の
三
男
・
盛せ
い
憙き

に
は
名
乗
頭
に
庸
の
字
は
記
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
盛
憙
が
生
ま
れ
た
一
七
九
〇
年
ま
で
に
訴
え
が
認
め
ら
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、『
氏
集

　首
里
那
覇
』
の
二
番-

二
五
五
の
「
元

氏

　仲な
か
み
ね嶺
筑
登
之
親
雲
上
」
と
は
、
一
世
が
共
通
し
て
い
る
。
二
番-

二
五
五
の

方
は
、
一
世
・
庸
忠
の
次
男
で
あ
る
元げ

ん
け
ん
く
ん

建
勲
・
知
念
筑
登
之
盛せ
い
じ
ゅ
う
重
が
元
祖
（
立
口
）

で
、
二
番-

二
五
六
の
四
世
・
庸
正
か
ら
二
世
代
前
に
相
当
す
る
が
、
名
乗
頭
に

盛
が
使
わ
れ
て
い
る
。
実
物
資
料
の
所
在
が
不
明
な
の
で
確
認
で
き
な
い
が
、
後

追
い
で
名
前
が
変
更
さ
れ
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。

　『元
姓
家
譜
』（
知
念
家
）
の
紀
録
は
、
元
姓
の
分
家
と
し
て
四
世
の
庸
正
・
知

念
筑
登
之
親
雲
上
の
記
事
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
筑
登
之
家
の
筋
目

で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
者
が
筑
登
之
座
敷
（
従
九
品
）
か
ら
黄
冠
に

叙
せ
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
紀
録
中
で
最
も
高
い
位
階
に

陞
っ
た
者
は
八
世
・
盛
演
で
、
一
八
二
六
年
に
勢
頭
座
敷
（
従
六
品
）

に
叙
せ
ら
れ
た
。

　元
祖
（
立
口
）
で
あ
る
四
世
・
庸
正
（
一
六
六
四
年
生
ま
れ
）
は
、

一
六
八
〇
年
に
元
服
後
、
一
七
三
〇
年
に
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
た
が
、

職
歴
が
な
い
ま
ま
一
七
四
五
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
五
世
や
六
世

も
職
歴
は
な
い
。
一
方
、
七
世
・
庸よ
う

長ち
ょ
う（
一
七
五
五
年
生
ま
れ
）

は
、
一
七
九
五
年
に
王
府
の
道
具
を
管
理
す
る
御
道
具
当
筆
者
、

一
八
一
一
年
に
は
野の

嵩だ
け
御
殿
の
取
次
や
祭
事
を
担
当
す
る
野
嵩
御
殿

庫
理
大
屋
子
と
な
っ
た
。
そ
の
弟
で
あ
る
七
世
・
庸
泰
（
一
七
五
八

年
生
ま
れ
）
は
、
一
七
八
二
年
に
御
番
所
御
番
筑
登
之
と
な
り
、

一
七
九
三
年
に
は
給
地
蔵
筆
者
と
い
う
各
間
切
か
ら
集
め
ら
れ
る
上

納
物
を
司
る
部
署
の
役
職
を
得
た
こ
と
か
ら
、
国
王
よ
り
御
玉
貫
一

双
を
賀
賜
さ
れ
た
。
こ
の
兄
弟
の
父
親
で
あ
る
六
世
・
庸よ
う
松し
ょ
うの
継
室

は
士
（
サ
ム
レ
ー
）
の
表
ひ
ょ
う
う
じ氏
出
身
（
玉た
ま
よ
せ寄
仁
屋
娘
）
と
記
さ
れ
て
お

り
、
本
家
譜
中
で
初
め
て
士
出
身
の
室
（
妻
）
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
辺
り
の
何
ら
か
の
繋
が
り
に
よ
っ
て
、
息
子
た
ち
に
筆
者

等
の
勤
め
を
も
た
ら
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
他
例
を
比
較

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
七
世
・
庸
泰
の
長
男
で
あ
る
八
世
・

盛
演
（
一
七
八
二
年
生
ま
れ
）
は
、
一
八
一
四
年
に
御
茶
屋
筆
者
、

一
八
二
一
年
に
山
奉
行
筆
者
、
一
八
二
六
年
に
請
地
代
官
主
取
と
な

っ
た
。
そ
の
弟
で
あ
る
八
世
・
盛
記
（
一
七
八
六
年
生
ま
れ
）
は
、

一
八
二
七
年
に
御
番
所
御
番
親
雲
上
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
の
職
歴

は
な
く
、
一
八
六
〇
年
に
数
え
七
十
七
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
八
世
・
盛
演
の
長
男
で
あ
る
九
世
・
盛せ
い

昭し
ょ
う（
一
八
〇
二

年
生
ま
れ
）
は
、
一
八
三
五
年
に
大
美
御
殿
代
官
筆
者
と
な
り
、

一
八
三
八
年
に
は
黄
冠
に
陞
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
は
職
歴
等
が
な
く
、

一
八
五
一
年
に
数
え
五
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の

弟
で
あ
る
次
男
・
三
男
は
カ
タ
カ
シ
ラ
を
結
っ
た
後
、
職
に
就
か
ず
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『
元
姓
家
譜
』（
知
念
家
）
に
つ
い
て
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 1
)

序
論
・
総
論
を
除
く
と
、
本
文
記
事
は
和
文
体
で
記
さ
れ
て
い
る
特
徴
が
あ
る
。

と
な
れ
ば
、
家
譜
編
纂
の
最
初
期
に
作
成
さ
れ
た
家
譜
の
形
式
は
、『
中
山
世
鑑
』

の
よ
う
な
和
文
体
で
、
こ
れ
が
【
史
料
２
】
の
「
か
な
交
」
を
指
し
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
羽
地
朝
秀
の
段
階
で
作
成
し
た
家
譜
の
形
式（「
か

な
交
」）
が
、【
史
料
２
】
の
乾
隆
期
ま
で
運
用
さ
れ
て
い
た
、
と
本
稿
で
は
推
測
し
、

行
論
を
進
め
て
い
る
。

 

12
「
掠
入
」
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
美
季
「
近
世
琉
球
の
社
会
と
身
分
―
家
譜
と
い
う

特
権
―
」（
大
西
秀
之
ほ
か
編
『
東
ア
ジ
ア
内
海
世
界
の
交
流
史
―
周
縁
地
域

に
お
け
る
社
会
制
度
の
形
成
―
』
人
文
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）、
伊
集
守
道
「
近

世
琉
球
の
「
掠
入
」
と
生
子
証
文
の
機
能
」（『
沖
縄
文
化
研
究
』
第
五
〇
号
、

二
〇
二
三
年
）。

13

十
世
朝
根
の
譜
「
向
姓
家
譜  

湧
川
家
」（
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
所
蔵
） 

14

八
世
安
篤
の
譜
「
毛
姓
家
譜  

大
工
廻
家
」（『
那
覇
市
史 

資
料
篇 

家
譜
資
料
（
一
）』

那
覇
市
役
所
、
一
九
七
六
年
）。

 

15
「
首
里
王
府
法
令
之
部
」（
豊
見
山
和
行
編
『
１
９
９
９（
平
成
11
）
年
・
２
０
０
０（
同

12
）
度  

文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
ｃ
）（
２
）  

研
究
成
果
報
告

書  

課
題
番
号
１
１
６
１
０
３
４
８  

琉
球
王
国
法
制
史
史
料
の
基
礎
的
研
究
』
琉

球
大
学
教
育
学
部
、
二
〇
〇
一
年
）。

 16

尚
家
文
書
四
三
三
号
「
嘉
慶
十
一
年
よ
り
道
光
七
年
亥
迄  

跡
目
僉
議  

地
頭
持  

評
定
所
」（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
）。

17

島
村
幸
一
「
琉
球
の
「
歴
史
」
記
述
―
夏
氏
（
内
嶺
家
）・
毛
氏
（
豊
見
城
家
）

の
家
譜
記
事
と
正
史
記
述
を
中
心
に
―
」（『
立
正
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
二
九

号
、
二
〇
一
三
年
）。

 18

尚
豊
王
三
年
の
条
『
球
陽

　原
文
編
』（
角
川
書
店
一
九
七
四 

年
、
二
一
二
頁
）。

 19

尚
豊
王
六
年
の
条
（
前
掲
注（
18
） 『
球
陽

　原
文
編
』
二
一
三
頁
）。

 20

尚
家
文
書
六
五
号
「
冠
船
付
廻
文
」（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
）。

 

21

前
掲
注（
４
）
麻
生
論
文
。

 22

尚
家
文
書
一
三
八
号
「
丙
寅
冠
船
付
事
抜
」（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
）。

 23

例
え
ば
、
徐
葆
光
「
中
山
傳
信
録
」
で
も
久
米
村
系
の
家
譜
を
確
認
し
、
世
系
図

を
引
用
し
て
い
る
（『
那
覇
市
史  

資
料
篇
第
一
巻
三  

冊
封
使
録
関
係
資
料  

原

文
編
』
那
覇
市
役
所
、
一
九
七
七
年
）。

 

24

前
掲
注（
23
）、「
中
山
傳
信
録
」。

 

25
「
使
琉
球
紀
」（『
那
覇
市
史  

資
料
篇
第
１
巻
３  

冊
封
使
録
関
係
資
料  

原
文
編
』

那
覇
市
役
所
、
１
９
７
７
年
）

 26

前
掲
注（
３
）
田
名
論
文
、
前
掲
注（
４
）
麻
生
論
文
。

27

前
掲
注（
４
）
麻
生
論
文
。
大
城
直
也
「『
中
山
世
譜
』
と
「
冠
船
御
世
譜
」
に
関

す
る
一
試
論
」（『
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

　博
物
館
紀
要
』
第
一
八
号
、

二
〇
二
五
年
）。

 

28

前
掲
注（
27
）
拙
稿
。

29

小
熊
誠
「
近
世
琉
球
の
士
族
門
中
に
お
け
る
姓
の
受
容
と
同
姓
不
結
」（
前
掲
注

（
２
）
小
熊
著
書
）。

 

30

小
熊
誠
氏
が
分
析
し
た
久
米
村
系
「
毛
氏
家
譜
」
に
は
、
一
一
〇
件
の
婚
姻
関
係

の
内
、
一
例
の
み
同
姓
不
婚
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、
他
の

久
米
村
系
門
中
で
は
ど
う
な
の
か
。
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
（
同
「
士
族

門
中
」（
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
財
課
史
料
編
集
班
編
『
沖
縄
県
史

　各
論
編
第
九

巻

　民
俗
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
〇
年
、
二
五
一
頁
）。

−122−（9）



・
読
み
下
し
文
の
年
号
は
西
暦
に
置
き
換
え
て
、
十
干
十
二
支
は
省
い
た
。
年
を
ま

た
ぐ
場
合
に
は
前
年
の
ま
ま
と
し
た
。

　本
家
譜
の
翻
刻
及
び
読
み
下
し
文
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
当
館
の
田
名
真
之
前

館
長
よ
り
、
不
明
の
文
字
や
記
事
全
般
、
読
み
下
し
文
の
要
領
等
に
関
し
て
御
教
示

を
得
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

（
注
１
）
那
覇
市
市
民
文
化
部
歴
史
博
物
館
『
氏
集

　首
里
那
覇
』
二
〇
〇
八
年

（
注
２
）『
氏
集

　首
里
那
覇
』
に
は
、「
元
祖
元
開
極
糸
數
知
念
親
雲
上
庸
忠
三
世

元
國
祥
知
念
子
庸
盈
支
流
長
子
元
世
爵
知
念
筑
登
之
親
雲
上
庸
正

　元
氏

　

知
念
筑
登
之
親
雲
上
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
注
３
）
書
き
込
み
は
次
の
と
お
り
。

九
世
盛
康
ニ
長
女
思
鶴
長
男
盛
政
ノ
二
子
有
リ
八
ツ
違
ヒ
ノ
姉
弟
ナ
リ

盛
政
四
才
ノ
時
父
盛
康
死
亡
二
子
幼
独
ノ
身
ト
ナ
ル
叔
父
盛
昭
ニ
介
抱

サ
レ
ナ
ガ
ラ
九
才
ノ
時
叔
父
盛
昭
モ
死
亡
シ
全
ク
孤
独
ト
ナ
ル
種
族
遺
護

ノ
天
祐
ニ
因
リ
成
長
シ
廿
三
才
ニ
達
シ
テ
久
米
村
仲
本
蕃
長
ノ
三
女
マ
ン

ツ
ヲ
妻
ニ
迎
ヘ
世
嗣
盛
開
長
女
ツ
ル
ノ
二
子
ヲ
生
ミ
タ
リ
斯
ク
テ
盛
政
ハ

四
五
十
八
才
妻
マ
ン
ツ
ハ
五
十
才
ニ
シ
テ
死
亡
シ
盛
開
相
続
シ
テ
十
一
世

ニ
及
ベ
リ

　紀
元
二
千
五
百
九
十
四
年
戌
歳
元
氏
十
一
世
比
嘉
盛
珍
調
査
之
ヲ
記
ス

十
世
盛
政
ハ
父
盛
康
ノ
後
ヲ
継
キ
テ
首
里
市
池
端
町
五
十
三
番
地
ニ
居
住

シ
四
十
一
才
ノ
時
明
治
十
六
年
五
月
廿
七
日
戸
籍
法
ニ
ヨ
リ
テ
家
督
相
続

登
記
ヲ
ナ
シ
那
覇
久
米
村
百
四
十
番
地
内
第
三
号
屋
敷
ニ
移
リ
此
所
ニ
テ

妻
マ
ン
ツ
死
亡
其
後
久
茂
地
二
十
一
番
地
内
第
二
十
七
号
屋
敷
ニ
移
リ
テ

死
亡
セ
リ
十
一
世
盛
開
家
督
ヲ
継
ギ
久
米
町
二
ノ
六
八
番
地
ニ
移
ル
紀
元

二
五
九
四
年
改
住

（
注
４
）
一
般
社
団
法
人
久
米
崇
聖
会
『
久
米
村
マ
ッ
プ

　歴
史
の
散
歩

　古
き
を

た
ず
ね
て
』
二
〇
〇
八
年
（
二
〇
一
四
年
第
三
版
）

（
注
５
）
一
九
四
四
年
十
月
十
日
の
早
朝
か
ら
午
後
ま
で
の
九
時
間
に
渡
っ
て
、
米

軍
艦
に
搭
載
さ
れ
た
飛
行
機
の
べ
約
一
四
〇
〇
機
が
奄
美
諸
島
か
ら
宮

古
・
八
重
山
諸
島
ま
で
の
南
西
諸
島
全
域
を
攻
撃
し
た
。
こ
の
空
襲
に
よ

っ
て
、
飛
行
場
等
の
軍
事
施
設
や
船
舶
・
港
湾
施
設
等
が
破
壊
さ
れ
、
那

覇
の
街
の
約
九
割
が
焼
き
払
わ
れ
た
。

（
注
６
）
金
城
氏
は
、
疎
開
船
名
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
船
内
に
は
入
れ
ず
に
甲
板

で
過
ご
し
て
白
い
布
を
頭
に
被
り
座
ら
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
、
一
人
二
箱

の
荷
物
制
限
が
あ
っ
て
布
団
・
洋
服
・
鍋
・
本
を
持
っ
て
行
っ
た
そ
う
で

あ
る
。
ま
た
疎
開
船
が
鹿
児
島
港
に
到
着
し
、
兄
が
迎
え
に
来
て
く
れ
て

汽
車
で
移
動
し
た
そ
う
で
あ
る
。

（
注
７
）
引
揚
の
際
に
乗
っ
た
船
の
名
前
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
人
が
操

縦
し
た
船
で
、
船
内
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
引
揚

時
に
は
沖
縄
か
ら
持
参
し
た
荷
物
を
持
ち
帰
っ
た
が
、
現
金
は
一
人
五
百

円
ま
で
し
か
持
ち
帰
れ
な
か
っ
た
の
で
、
別
の
も
の
に
交
換
し
た
そ
う
で

あ
る
。

（
注
８
）
本
家
譜
と
同
じ
く
令
和
四
年
度
に
金
城
氏
か
ら
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
戸
籍

謄
本
（
一
九
四
一
年
四
月
十
四
日
付
、
戸
主
は
知
念
盛
開
）
と
と
も
に
、

本
家
譜
は
疎
開
先
の
家
に
保
管
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
な
お
疎
開
先

で
は
、
金
城
氏
と
母
親
は
病
院
の
子
ど
も
部
屋
で
寝
泊
ま
り
し
、
父
親
と

兄
夫
婦
は
製
材
所
に
住
み
込
ん
で
い
た
そ
う
で
あ
る
。

亡
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
八
世
・
盛
演
の
長
男
や
次
男
の
室
（
妻
）
は
士
出
身
だ
が
、

弟
の
八
世
・
盛
記
や
そ
の
子
は
無
系
出
身
の
室
（
妻
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
長
男
筋

と
そ
れ
以
外
の
差
、
ま
た
世
代
が
進
む
に
つ
れ
て
徐
々
に
職
か
ら
離
れ
て
い
く
様
子

が
う
か
が
え
る
。
家
を
取
り
巻
く
人
の
繋
が
り
と
家
格
や
、
筋
目
・
世
代
と
職
と
の

関
連
が
想
定
さ
れ
る
。

　な
お
九
世
・
盛せ
い

康こ
う

の
記
事
に
は
、
盛
康
以
降
の
血
筋
に
関
す
る
後
世
の
書
き
込

み
が
あ
る
（
注
３
）。
こ
れ
に
は
、
盛
康
の
子
に
長
女
・
思う

み

鶴づ
る

と
長
男
・
盛せ
い

政せ
い

と

い
う
八
つ
違
い
の
姉
弟
が
い
た
こ
と
、
盛
政
が
四
歳
の
時
に
父
・
盛
康
が
亡
く
な

り
（
一
八
四
六
年
）、
叔
父
の
盛
昭
（
盛
康
の
兄
）
に
引
き
取
ら
れ
た
が
、
九
歳
の

時
に
叔
父
も
死
亡
し
た
こ
と
（
一
八
五
一
年
）、
二
十
三
歳
に
達
し
て
久ク
ニ
ン
ダ

米
村
の

仲な
か
も
と
ば
ん
ち
ょ
う

本
蕃
長
（
蔡
氏
も
し
く
は
陳
氏
か
）
の
三
女
マ
ン
ツ
を
妻
に
迎
え
て
、
長
男
・
盛せ
い

開か
い
と
長
女
・
ツ
ル
の
二
子
を
も
う
け
た
こ
と
、
盛
政
は
五
十
八
歳
、
マ
ン
ツ
は
五
十

歳
で
亡
く
な
り
、
盛
開
が
相
続
し
て
十
一
世
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以

上
の
こ
と
は
紀
元
二
五
九
四
年
（
一
九
三
四
年
）
に
元
氏
の
十
一
世
で
あ
る
比ひ

が嘉

盛せ
い
珍ち
ん
が
調
査
し
て
記
録
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
盛
開
の
父
で
あ
る
十
世
・
盛
政
は
、

父
・
盛
康
の
後
を
継
い
で
首し
ゅ
り里
市し

池い
け
は
た
ち
ょ
う

端
町
に
住
み
、
四
十
一
歳
の
時
の
一
八
八
三
年

の
戸
籍
法
に
よ
っ
て
家
督
相
続
を
登
記
し
た
こ
と
、
久
米
村
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
、

妻
マ
ン
ツ
死
亡
後
に
久く

茂も

じ地
に
移
っ
て
か
ら
死
亡
し
た
こ
と
、
そ
し
て
盛
開
が
家
督

を
継
い
で
久く
め
ち
ょ
う

米
町
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
家
譜
の
裏
表
紙
に
、

赤
鉛
筆
で
「
那
覇
市
久
米
町
二-

六
八

　知
念
盛
開
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
盛
開
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
追
記
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
方
眼
紙

で
表
紙
・
裏
表
紙
を
仕
立
て
た
の
も
盛
開
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
、
散
見
さ
れ
る
後

世
の
書
き
込
み
も
盛
開
に
よ
る
と
想
定
さ
れ
る
。

　こ
の
「
那
覇
市
久
米
町
二-

六
八
」
は
、
現
在
の
那
覇
市
久
米
二
丁
目
付
近
と
な

る
。
戦
前
の
沖
縄
県
立
第
二
高
等
女
学
校
か
ら
南
方
向
に
下
る
と
、
堂ド
ゥ
グ
ァ
ー
ヤ
シ
チ

小
屋
敷
と
呼

ば
れ
る
場
所
が
あ
り
、
現
在
こ
の
付
近
に
は
「
堂
小

　東
寿
寺
跡
」
の
石
柱
と
小
さ

な
堂
が
あ
る
。
東
寿
寺
を
堂
小
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
、
そ
の
周
辺
に
あ
っ
た
屋
敷

群
が
堂
小
屋
敷
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
琉
球
王
国
時
代
に
は
官
職
に
就
け
ず
生
活
の
糧

に
苦
し
ん
だ
久ク
ニ
ン
ダ
ン
チ
ュ

米
村
人
や
、
唐
旅
で
働
き
手
を
失
っ
た
末
裔
ら
が
住
ん
で
い
た
場
所

だ
っ
た
（
注
４
）
が
、
近
代
に
は
借
家
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
寄

贈
者
で
あ
る
金
城
氏
の
御
家
族
の
協
力
を
賜
っ
て
当
時
の
様
子
を
た
ず
ね
た
と
こ

ろ
、
借
家
は
寝
床
が
八
畳
、
四
畳
半
の
台
所
の
間
取
り
で
、
ト
イ
レ
は
二
世
帯
で
一

カ
所
使
用
し
て
い
た
と
い
う
。
本
家
譜
は
仏
壇
に
保
管
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、

一
九
四
四
年
の
十
・
十
空
襲
で
住
ま
い
が
焼
失
し
た
そ
う
で
あ
る
（
注
５
）。
寄
贈
者

の
金
城
氏
は
一
九
四
四
年
九
月
頃
に
母
親
と
二
人
で
、
先
に
移
動
し
て
い
た
兄
が
い

た
熊く

ま
も
と
け
ん

本
県
日ひ
な
ぐ
ち
ょ
う

奈
久
町
（
現
在
の
八や
つ
し
ろ
し

代
市
日
奈
久
町
）
へ
疎
開
し
た
そ
う
で
あ
る
（
注

６
）。
十
・
十
空
襲
の
後
に
父
親
と
長
女
家
族
が
疎
開
し
、
終
戦
の
次
の
日
に
湯ゆ
の
ま
え前（
現

在
の
湯
前
町
）
に
引
っ
越
し
た
と
い
う
。
沖
縄
へ
戻
る
際
に
は
長
崎
県
の
佐
世
保
収

容
所
に
集
ま
っ
て
過
ご
し
、
一
九
四
六
年
十
月
頃
に
沖
縄
に
引
き
揚
げ
た
後
（
注
７
）、

イ
ン
ヌ
ミ
収
容
所
（
現
在
の
沖お
き
な
わ
し

縄
市
高た
か
は
ら原
付
近
）
で
過
ご
し
、
知
り
合
い
の
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
那
覇
に
戻
り
、
那
覇
の
農
連
市
場
付
近
に
家
を
借
り
て
戦
後

を
過
ご
し
た
そ
う
で
あ
る
。
本
家
譜
も
家
族
と
一
緒
に
九
州
へ
渡
り
（
注
８
）、
戦

後
引
き
揚
げ
て
き
た
後
も
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　本
家
譜
は
琉
球
王
国
時
代
の
知
念
家
を
知
る
資
料
で
あ
る
と
と
も
に
、
家
譜
制
度

や
家
格
等
を
示
す
貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
家
譜
が
現
在
に
至
る
経

緯
は
、
沖
縄
の
近
現
代
を
知
る
手
が
か
り
に
な
る
こ
と
も
記
し
た
い
。

　な
お
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
本
家
譜
の
表
紙
・
裏
表
紙
は
方
眼
紙
で
後
補
さ
れ
、

表
紙
中
央
に
は
「
元
氏
知
念
家
譜
」
と
縦
書
き
さ
れ
て
い
る
。
本
紙
の
綴
じ
穴
か
ら

す
る
と
、
元
は
四
ツ
目
綴
じ
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
紙
の
破
れ
や
虫
損
、
折
れ
・

し
わ
等
も
あ
る
が
、
全
体
を
通
し
て
中
身
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
量
は
縦

二
七
・
七
㎝
、
横
十
九
・
〇
㎝
。
本
紙
は
二
三
紙
。

　『元
姓
家
譜
』（
知
念
家
）
の
翻
刻
及
び
読
み
下
し
文
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
次

の
凡
例
を
用
い
た
。

・
人
物
名
以
外
は
当
用
漢
字
に
改
め
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
立
項
さ
れ
た
人
物
名

は
太
字
で
示
し
た
。
な
お
五
世
・
庸
德
と
六
世
・
庸
松
、
七
世
・
庸
長
、
八
世
・

盛
演
の
行
間
は
詰
ま
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
見
や
す
く
す
る
た
め
一
行
あ
け
た
。

・
誤
字
は
「
マ
マ
」
と
記
し
て
正
字
を
﹇

　﹈
で
補
っ
た
。
ま
た
脱
字
も
﹇

　﹈
で

補
っ
た
。

・
原
文
の
注
釈
と
し
て
小
文
字
で
記
さ
れ
た
文
言
に
つ
い
て
、
読
み
下
し
文
で
は
〈

　〉

で
表
記
し
た
。

・
後
世
に
書
き
足
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
文
字
（
墨
書
・
鉛
筆
書
き
両
方
あ
り
）
は

省
略
し
た
。
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・
読
み
下
し
文
の
年
号
は
西
暦
に
置
き
換
え
て
、
十
干
十
二
支
は
省
い
た
。
年
を
ま

た
ぐ
場
合
に
は
前
年
の
ま
ま
と
し
た
。

　本
家
譜
の
翻
刻
及
び
読
み
下
し
文
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
当
館
の
田
名
真
之
前

館
長
よ
り
、
不
明
の
文
字
や
記
事
全
般
、
読
み
下
し
文
の
要
領
等
に
関
し
て
御
教
示

を
得
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

（
注
１
）
那
覇
市
市
民
文
化
部
歴
史
博
物
館
『
氏
集

　首
里
那
覇
』
二
〇
〇
八
年

（
注
２
）『
氏
集

　首
里
那
覇
』
に
は
、「
元
祖
元
開
極
糸
數
知
念
親
雲
上
庸
忠
三
世

元
國
祥
知
念
子
庸
盈
支
流
長
子
元
世
爵
知
念
筑
登
之
親
雲
上
庸
正

　元
氏

　

知
念
筑
登
之
親
雲
上
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
注
３
）
書
き
込
み
は
次
の
と
お
り
。

九
世
盛
康
ニ
長
女
思
鶴
長
男
盛
政
ノ
二
子
有
リ
八
ツ
違
ヒ
ノ
姉
弟
ナ
リ

盛
政
四
才
ノ
時
父
盛
康
死
亡
二
子
幼
独
ノ
身
ト
ナ
ル
叔
父
盛
昭
ニ
介
抱

サ
レ
ナ
ガ
ラ
九
才
ノ
時
叔
父
盛
昭
モ
死
亡
シ
全
ク
孤
独
ト
ナ
ル
種
族
遺
護

ノ
天
祐
ニ
因
リ
成
長
シ
廿
三
才
ニ
達
シ
テ
久
米
村
仲
本
蕃
長
ノ
三
女
マ
ン

ツ
ヲ
妻
ニ
迎
ヘ
世
嗣
盛
開
長
女
ツ
ル
ノ
二
子
ヲ
生
ミ
タ
リ
斯
ク
テ
盛
政
ハ

四
五
十
八
才
妻
マ
ン
ツ
ハ
五
十
才
ニ
シ
テ
死
亡
シ
盛
開
相
続
シ
テ
十
一
世

ニ
及
ベ
リ

　紀
元
二
千
五
百
九
十
四
年
戌
歳
元
氏
十
一
世
比
嘉
盛
珍
調
査
之
ヲ
記
ス

十
世
盛
政
ハ
父
盛
康
ノ
後
ヲ
継
キ
テ
首
里
市
池
端
町
五
十
三
番
地
ニ
居
住

シ
四
十
一
才
ノ
時
明
治
十
六
年
五
月
廿
七
日
戸
籍
法
ニ
ヨ
リ
テ
家
督
相
続

登
記
ヲ
ナ
シ
那
覇
久
米
村
百
四
十
番
地
内
第
三
号
屋
敷
ニ
移
リ
此
所
ニ
テ

妻
マ
ン
ツ
死
亡
其
後
久
茂
地
二
十
一
番
地
内
第
二
十
七
号
屋
敷
ニ
移
リ
テ

死
亡
セ
リ
十
一
世
盛
開
家
督
ヲ
継
ギ
久
米
町
二
ノ
六
八
番
地
ニ
移
ル
紀
元

二
五
九
四
年
改
住

（
注
４
）
一
般
社
団
法
人
久
米
崇
聖
会
『
久
米
村
マ
ッ
プ

　歴
史
の
散
歩

　古
き
を

た
ず
ね
て
』
二
〇
〇
八
年
（
二
〇
一
四
年
第
三
版
）

（
注
５
）
一
九
四
四
年
十
月
十
日
の
早
朝
か
ら
午
後
ま
で
の
九
時
間
に
渡
っ
て
、
米

軍
艦
に
搭
載
さ
れ
た
飛
行
機
の
べ
約
一
四
〇
〇
機
が
奄
美
諸
島
か
ら
宮

古
・
八
重
山
諸
島
ま
で
の
南
西
諸
島
全
域
を
攻
撃
し
た
。
こ
の
空
襲
に
よ

っ
て
、
飛
行
場
等
の
軍
事
施
設
や
船
舶
・
港
湾
施
設
等
が
破
壊
さ
れ
、
那

覇
の
街
の
約
九
割
が
焼
き
払
わ
れ
た
。

（
注
６
）
金
城
氏
は
、
疎
開
船
名
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
船
内
に
は
入
れ
ず
に
甲
板

で
過
ご
し
て
白
い
布
を
頭
に
被
り
座
ら
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
、
一
人
二
箱

の
荷
物
制
限
が
あ
っ
て
布
団
・
洋
服
・
鍋
・
本
を
持
っ
て
行
っ
た
そ
う
で

あ
る
。
ま
た
疎
開
船
が
鹿
児
島
港
に
到
着
し
、
兄
が
迎
え
に
来
て
く
れ
て

汽
車
で
移
動
し
た
そ
う
で
あ
る
。

（
注
７
）
引
揚
の
際
に
乗
っ
た
船
の
名
前
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
人
が
操

縦
し
た
船
で
、
船
内
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
引
揚

時
に
は
沖
縄
か
ら
持
参
し
た
荷
物
を
持
ち
帰
っ
た
が
、
現
金
は
一
人
五
百

円
ま
で
し
か
持
ち
帰
れ
な
か
っ
た
の
で
、
別
の
も
の
に
交
換
し
た
そ
う
で

あ
る
。

（
注
８
）
本
家
譜
と
同
じ
く
令
和
四
年
度
に
金
城
氏
か
ら
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
戸
籍

謄
本
（
一
九
四
一
年
四
月
十
四
日
付
、
戸
主
は
知
念
盛
開
）
と
と
も
に
、

本
家
譜
は
疎
開
先
の
家
に
保
管
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
な
お
疎
開
先

で
は
、
金
城
氏
と
母
親
は
病
院
の
子
ど
も
部
屋
で
寝
泊
ま
り
し
、
父
親
と

兄
夫
婦
は
製
材
所
に
住
み
込
ん
で
い
た
そ
う
で
あ
る
。

亡
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
八
世
・
盛
演
の
長
男
や
次
男
の
室
（
妻
）
は
士
出
身
だ
が
、

弟
の
八
世
・
盛
記
や
そ
の
子
は
無
系
出
身
の
室
（
妻
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
長
男
筋

と
そ
れ
以
外
の
差
、
ま
た
世
代
が
進
む
に
つ
れ
て
徐
々
に
職
か
ら
離
れ
て
い
く
様
子

が
う
か
が
え
る
。
家
を
取
り
巻
く
人
の
繋
が
り
と
家
格
や
、
筋
目
・
世
代
と
職
と
の

関
連
が
想
定
さ
れ
る
。

　な
お
九
世
・
盛せ

い

康こ
う

の
記
事
に
は
、
盛
康
以
降
の
血
筋
に
関
す
る
後
世
の
書
き
込

み
が
あ
る
（
注
３
）。
こ
れ
に
は
、
盛
康
の
子
に
長
女
・
思う
み

鶴づ
る

と
長
男
・
盛せ
い

政せ
い

と

い
う
八
つ
違
い
の
姉
弟
が
い
た
こ
と
、
盛
政
が
四
歳
の
時
に
父
・
盛
康
が
亡
く
な

り
（
一
八
四
六
年
）、
叔
父
の
盛
昭
（
盛
康
の
兄
）
に
引
き
取
ら
れ
た
が
、
九
歳
の

時
に
叔
父
も
死
亡
し
た
こ
と
（
一
八
五
一
年
）、
二
十
三
歳
に
達
し
て
久ク

ニ
ン
ダ

米
村
の

仲な
か
も
と
ば
ん
ち
ょ
う

本
蕃
長
（
蔡
氏
も
し
く
は
陳
氏
か
）
の
三
女
マ
ン
ツ
を
妻
に
迎
え
て
、
長
男
・
盛せ
い

開か
い
と
長
女
・
ツ
ル
の
二
子
を
も
う
け
た
こ
と
、
盛
政
は
五
十
八
歳
、
マ
ン
ツ
は
五
十

歳
で
亡
く
な
り
、
盛
開
が
相
続
し
て
十
一
世
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以

上
の
こ
と
は
紀
元
二
五
九
四
年
（
一
九
三
四
年
）
に
元
氏
の
十
一
世
で
あ
る
比ひ

が嘉

盛せ
い
珍ち
ん
が
調
査
し
て
記
録
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
盛
開
の
父
で
あ
る
十
世
・
盛
政
は
、

父
・
盛
康
の
後
を
継
い
で
首し
ゅ
り里
市し

池い
け
は
た
ち
ょ
う

端
町
に
住
み
、
四
十
一
歳
の
時
の
一
八
八
三
年

の
戸
籍
法
に
よ
っ
て
家
督
相
続
を
登
記
し
た
こ
と
、
久
米
村
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
、

妻
マ
ン
ツ
死
亡
後
に
久く

茂も

じ地
に
移
っ
て
か
ら
死
亡
し
た
こ
と
、
そ
し
て
盛
開
が
家
督

を
継
い
で
久く
め
ち
ょ
う

米
町
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
家
譜
の
裏
表
紙
に
、

赤
鉛
筆
で
「
那
覇
市
久
米
町
二-

六
八

　知
念
盛
開
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
盛
開
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
追
記
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
方
眼
紙

で
表
紙
・
裏
表
紙
を
仕
立
て
た
の
も
盛
開
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
、
散
見
さ
れ
る
後

世
の
書
き
込
み
も
盛
開
に
よ
る
と
想
定
さ
れ
る
。

　こ
の
「
那
覇
市
久
米
町
二-

六
八
」
は
、
現
在
の
那
覇
市
久
米
二
丁
目
付
近
と
な

る
。
戦
前
の
沖
縄
県
立
第
二
高
等
女
学
校
か
ら
南
方
向
に
下
る
と
、
堂ド
ゥ
グ
ァ
ー
ヤ
シ
チ

小
屋
敷
と
呼

ば
れ
る
場
所
が
あ
り
、
現
在
こ
の
付
近
に
は
「
堂
小

　東
寿
寺
跡
」
の
石
柱
と
小
さ

な
堂
が
あ
る
。
東
寿
寺
を
堂
小
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
、
そ
の
周
辺
に
あ
っ
た
屋
敷

群
が
堂
小
屋
敷
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
琉
球
王
国
時
代
に
は
官
職
に
就
け
ず
生
活
の
糧

に
苦
し
ん
だ
久ク
ニ
ン
ダ
ン
チ
ュ

米
村
人
や
、
唐
旅
で
働
き
手
を
失
っ
た
末
裔
ら
が
住
ん
で
い
た
場
所

だ
っ
た
（
注
４
）
が
、
近
代
に
は
借
家
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
寄

贈
者
で
あ
る
金
城
氏
の
御
家
族
の
協
力
を
賜
っ
て
当
時
の
様
子
を
た
ず
ね
た
と
こ

ろ
、
借
家
は
寝
床
が
八
畳
、
四
畳
半
の
台
所
の
間
取
り
で
、
ト
イ
レ
は
二
世
帯
で
一

カ
所
使
用
し
て
い
た
と
い
う
。
本
家
譜
は
仏
壇
に
保
管
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、

一
九
四
四
年
の
十
・
十
空
襲
で
住
ま
い
が
焼
失
し
た
そ
う
で
あ
る
（
注
５
）。
寄
贈
者

の
金
城
氏
は
一
九
四
四
年
九
月
頃
に
母
親
と
二
人
で
、
先
に
移
動
し
て
い
た
兄
が
い

た
熊く

ま
も
と
け
ん

本
県
日ひ
な
ぐ
ち
ょ
う

奈
久
町
（
現
在
の
八や
つ
し
ろ
し

代
市
日
奈
久
町
）
へ
疎
開
し
た
そ
う
で
あ
る
（
注

６
）。
十
・
十
空
襲
の
後
に
父
親
と
長
女
家
族
が
疎
開
し
、
終
戦
の
次
の
日
に
湯ゆ
の
ま
え前（
現

在
の
湯
前
町
）
に
引
っ
越
し
た
と
い
う
。
沖
縄
へ
戻
る
際
に
は
長
崎
県
の
佐
世
保
収

容
所
に
集
ま
っ
て
過
ご
し
、
一
九
四
六
年
十
月
頃
に
沖
縄
に
引
き
揚
げ
た
後
（
注
７
）、

イ
ン
ヌ
ミ
収
容
所
（
現
在
の
沖お

き
な
わ
し

縄
市
高た
か
は
ら原
付
近
）
で
過
ご
し
、
知
り
合
い
の
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
那
覇
に
戻
り
、
那
覇
の
農
連
市
場
付
近
に
家
を
借
り
て
戦
後

を
過
ご
し
た
そ
う
で
あ
る
。
本
家
譜
も
家
族
と
一
緒
に
九
州
へ
渡
り
（
注
８
）、
戦

後
引
き
揚
げ
て
き
た
後
も
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　本
家
譜
は
琉
球
王
国
時
代
の
知
念
家
を
知
る
資
料
で
あ
る
と
と
も
に
、
家
譜
制
度

や
家
格
等
を
示
す
貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
家
譜
が
現
在
に
至
る
経

緯
は
、
沖
縄
の
近
現
代
を
知
る
手
が
か
り
に
な
る
こ
と
も
記
し
た
い
。

　な
お
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
本
家
譜
の
表
紙
・
裏
表
紙
は
方
眼
紙
で
後
補
さ
れ
、

表
紙
中
央
に
は
「
元
氏
知
念
家
譜
」
と
縦
書
き
さ
れ
て
い
る
。
本
紙
の
綴
じ
穴
か
ら

す
る
と
、
元
は
四
ツ
目
綴
じ
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
紙
の
破
れ
や
虫
損
、
折
れ
・

し
わ
等
も
あ
る
が
、
全
体
を
通
し
て
中
身
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
量
は
縦

二
七
・
七
㎝
、
横
十
九
・
〇
㎝
。
本
紙
は
二
三
紙
。

　『元
姓
家
譜
』（
知
念
家
）
の
翻
刻
及
び
読
み
下
し
文
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
次

の
凡
例
を
用
い
た
。

・
人
物
名
以
外
は
当
用
漢
字
に
改
め
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
立
項
さ
れ
た
人
物
名

は
太
字
で
示
し
た
。
な
お
五
世
・
庸
德
と
六
世
・
庸
松
、
七
世
・
庸
長
、
八
世
・

盛
演
の
行
間
は
詰
ま
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
見
や
す
く
す
る
た
め
一
行
あ
け
た
。

・
誤
字
は
「
マ
マ
」
と
記
し
て
正
字
を
﹇

　﹈
で
補
っ
た
。
ま
た
脱
字
も
﹇

　﹈
で

補
っ
た
。

・
原
文
の
注
釈
と
し
て
小
文
字
で
記
さ
れ
た
文
言
に
つ
い
て
、
読
み
下
し
文
で
は
〈

　〉

で
表
記
し
た
。

・
後
世
に
書
き
足
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
文
字
（
墨
書
・
鉛
筆
書
き
両
方
あ
り
）
は

省
略
し
た
。
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・
読
み
下
し
文
の
年
号
は
西
暦
に
置
き
換
え
て
、
十
干
十
二
支
は
省
い
た
。
年
を
ま

た
ぐ
場
合
に
は
前
年
の
ま
ま
と
し
た
。

　本
家
譜
の
翻
刻
及
び
読
み
下
し
文
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
当
館
の
田
名
真
之
前

館
長
よ
り
、
不
明
の
文
字
や
記
事
全
般
、
読
み
下
し
文
の
要
領
等
に
関
し
て
御
教
示

を
得
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

（
注
１
）
那
覇
市
市
民
文
化
部
歴
史
博
物
館
『
氏
集

　首
里
那
覇
』
二
〇
〇
八
年

（
注
２
）『
氏
集

　首
里
那
覇
』
に
は
、「
元
祖
元
開
極
糸
數
知
念
親
雲
上
庸
忠
三
世

元
國
祥
知
念
子
庸
盈
支
流
長
子
元
世
爵
知
念
筑
登
之
親
雲
上
庸
正

　元
氏

　

知
念
筑
登
之
親
雲
上
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
注
３
）
書
き
込
み
は
次
の
と
お
り
。

九
世
盛
康
ニ
長
女
思
鶴
長
男
盛
政
ノ
二
子
有
リ
八
ツ
違
ヒ
ノ
姉
弟
ナ
リ

盛
政
四
才
ノ
時
父
盛
康
死
亡
二
子
幼
独
ノ
身
ト
ナ
ル
叔
父
盛
昭
ニ
介
抱

サ
レ
ナ
ガ
ラ
九
才
ノ
時
叔
父
盛
昭
モ
死
亡
シ
全
ク
孤
独
ト
ナ
ル
種
族
遺
護

ノ
天
祐
ニ
因
リ
成
長
シ
廿
三
才
ニ
達
シ
テ
久
米
村
仲
本
蕃
長
ノ
三
女
マ
ン

ツ
ヲ
妻
ニ
迎
ヘ
世
嗣
盛
開
長
女
ツ
ル
ノ
二
子
ヲ
生
ミ
タ
リ
斯
ク
テ
盛
政
ハ

四
五
十
八
才
妻
マ
ン
ツ
ハ
五
十
才
ニ
シ
テ
死
亡
シ
盛
開
相
続
シ
テ
十
一
世

ニ
及
ベ
リ

　紀
元
二
千
五
百
九
十
四
年
戌
歳
元
氏
十
一
世
比
嘉
盛
珍
調
査
之
ヲ
記
ス

十
世
盛
政
ハ
父
盛
康
ノ
後
ヲ
継
キ
テ
首
里
市
池
端
町
五
十
三
番
地
ニ
居
住

シ
四
十
一
才
ノ
時
明
治
十
六
年
五
月
廿
七
日
戸
籍
法
ニ
ヨ
リ
テ
家
督
相
続

登
記
ヲ
ナ
シ
那
覇
久
米
村
百
四
十
番
地
内
第
三
号
屋
敷
ニ
移
リ
此
所
ニ
テ

妻
マ
ン
ツ
死
亡
其
後
久
茂
地
二
十
一
番
地
内
第
二
十
七
号
屋
敷
ニ
移
リ
テ

死
亡
セ
リ
十
一
世
盛
開
家
督
ヲ
継
ギ
久
米
町
二
ノ
六
八
番
地
ニ
移
ル
紀
元

二
五
九
四
年
改
住

（
注
４
）
一
般
社
団
法
人
久
米
崇
聖
会
『
久
米
村
マ
ッ
プ

　歴
史
の
散
歩

　古
き
を

た
ず
ね
て
』
二
〇
〇
八
年
（
二
〇
一
四
年
第
三
版
）

（
注
５
）
一
九
四
四
年
十
月
十
日
の
早
朝
か
ら
午
後
ま
で
の
九
時
間
に
渡
っ
て
、
米

軍
艦
に
搭
載
さ
れ
た
飛
行
機
の
べ
約
一
四
〇
〇
機
が
奄
美
諸
島
か
ら
宮

古
・
八
重
山
諸
島
ま
で
の
南
西
諸
島
全
域
を
攻
撃
し
た
。
こ
の
空
襲
に
よ

っ
て
、
飛
行
場
等
の
軍
事
施
設
や
船
舶
・
港
湾
施
設
等
が
破
壊
さ
れ
、
那

覇
の
街
の
約
九
割
が
焼
き
払
わ
れ
た
。

（
注
６
）
金
城
氏
は
、
疎
開
船
名
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
船
内
に
は
入
れ
ず
に
甲
板

で
過
ご
し
て
白
い
布
を
頭
に
被
り
座
ら
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
、
一
人
二
箱

の
荷
物
制
限
が
あ
っ
て
布
団
・
洋
服
・
鍋
・
本
を
持
っ
て
行
っ
た
そ
う
で

あ
る
。
ま
た
疎
開
船
が
鹿
児
島
港
に
到
着
し
、
兄
が
迎
え
に
来
て
く
れ
て

汽
車
で
移
動
し
た
そ
う
で
あ
る
。

（
注
７
）
引
揚
の
際
に
乗
っ
た
船
の
名
前
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
人
が
操

縦
し
た
船
で
、
船
内
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
引
揚

時
に
は
沖
縄
か
ら
持
参
し
た
荷
物
を
持
ち
帰
っ
た
が
、
現
金
は
一
人
五
百

円
ま
で
し
か
持
ち
帰
れ
な
か
っ
た
の
で
、
別
の
も
の
に
交
換
し
た
そ
う
で

あ
る
。

（
注
８
）
本
家
譜
と
同
じ
く
令
和
四
年
度
に
金
城
氏
か
ら
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
戸
籍

謄
本
（
一
九
四
一
年
四
月
十
四
日
付
、
戸
主
は
知
念
盛
開
）
と
と
も
に
、

本
家
譜
は
疎
開
先
の
家
に
保
管
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
な
お
疎
開
先

で
は
、
金
城
氏
と
母
親
は
病
院
の
子
ど
も
部
屋
で
寝
泊
ま
り
し
、
父
親
と

兄
夫
婦
は
製
材
所
に
住
み
込
ん
で
い
た
そ
う
で
あ
る
。

亡
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
八
世
・
盛
演
の
長
男
や
次
男
の
室
（
妻
）
は
士
出
身
だ
が
、

弟
の
八
世
・
盛
記
や
そ
の
子
は
無
系
出
身
の
室
（
妻
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
長
男
筋

と
そ
れ
以
外
の
差
、
ま
た
世
代
が
進
む
に
つ
れ
て
徐
々
に
職
か
ら
離
れ
て
い
く
様
子

が
う
か
が
え
る
。
家
を
取
り
巻
く
人
の
繋
が
り
と
家
格
や
、
筋
目
・
世
代
と
職
と
の

関
連
が
想
定
さ
れ
る
。

　な
お
九
世
・
盛せ

い

康こ
う

の
記
事
に
は
、
盛
康
以
降
の
血
筋
に
関
す
る
後
世
の
書
き
込

み
が
あ
る
（
注
３
）。
こ
れ
に
は
、
盛
康
の
子
に
長
女
・
思う
み

鶴づ
る

と
長
男
・
盛せ
い

政せ
い

と

い
う
八
つ
違
い
の
姉
弟
が
い
た
こ
と
、
盛
政
が
四
歳
の
時
に
父
・
盛
康
が
亡
く
な

り
（
一
八
四
六
年
）、
叔
父
の
盛
昭
（
盛
康
の
兄
）
に
引
き
取
ら
れ
た
が
、
九
歳
の

時
に
叔
父
も
死
亡
し
た
こ
と
（
一
八
五
一
年
）、
二
十
三
歳
に
達
し
て
久ク

ニ
ン
ダ

米
村
の

仲な
か
も
と
ば
ん
ち
ょ
う

本
蕃
長
（
蔡
氏
も
し
く
は
陳
氏
か
）
の
三
女
マ
ン
ツ
を
妻
に
迎
え
て
、
長
男
・
盛せ
い

開か
い
と
長
女
・
ツ
ル
の
二
子
を
も
う
け
た
こ
と
、
盛
政
は
五
十
八
歳
、
マ
ン
ツ
は
五
十

歳
で
亡
く
な
り
、
盛
開
が
相
続
し
て
十
一
世
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以

上
の
こ
と
は
紀
元
二
五
九
四
年
（
一
九
三
四
年
）
に
元
氏
の
十
一
世
で
あ
る
比ひ

が嘉

盛せ
い
珍ち
ん
が
調
査
し
て
記
録
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
盛
開
の
父
で
あ
る
十
世
・
盛
政
は
、

父
・
盛
康
の
後
を
継
い
で
首し

ゅ
り里
市し

池い
け
は
た
ち
ょ
う

端
町
に
住
み
、
四
十
一
歳
の
時
の
一
八
八
三
年

の
戸
籍
法
に
よ
っ
て
家
督
相
続
を
登
記
し
た
こ
と
、
久
米
村
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
、

妻
マ
ン
ツ
死
亡
後
に
久く

茂も

じ地
に
移
っ
て
か
ら
死
亡
し
た
こ
と
、
そ
し
て
盛
開
が
家
督

を
継
い
で
久く

め
ち
ょ
う

米
町
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
家
譜
の
裏
表
紙
に
、

赤
鉛
筆
で
「
那
覇
市
久
米
町
二-

六
八

　知
念
盛
開
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
盛
開
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
追
記
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
方
眼
紙

で
表
紙
・
裏
表
紙
を
仕
立
て
た
の
も
盛
開
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
、
散
見
さ
れ
る
後

世
の
書
き
込
み
も
盛
開
に
よ
る
と
想
定
さ
れ
る
。

　こ
の
「
那
覇
市
久
米
町
二-

六
八
」
は
、
現
在
の
那
覇
市
久
米
二
丁
目
付
近
と
な

る
。
戦
前
の
沖
縄
県
立
第
二
高
等
女
学
校
か
ら
南
方
向
に
下
る
と
、
堂ド
ゥ
グ
ァ
ー
ヤ
シ
チ

小
屋
敷
と
呼

ば
れ
る
場
所
が
あ
り
、
現
在
こ
の
付
近
に
は
「
堂
小

　東
寿
寺
跡
」
の
石
柱
と
小
さ

な
堂
が
あ
る
。
東
寿
寺
を
堂
小
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
、
そ
の
周
辺
に
あ
っ
た
屋
敷

群
が
堂
小
屋
敷
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
琉
球
王
国
時
代
に
は
官
職
に
就
け
ず
生
活
の
糧

に
苦
し
ん
だ
久ク

ニ
ン
ダ
ン
チ
ュ

米
村
人
や
、
唐
旅
で
働
き
手
を
失
っ
た
末
裔
ら
が
住
ん
で
い
た
場
所

だ
っ
た
（
注
４
）
が
、
近
代
に
は
借
家
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
寄

贈
者
で
あ
る
金
城
氏
の
御
家
族
の
協
力
を
賜
っ
て
当
時
の
様
子
を
た
ず
ね
た
と
こ

ろ
、
借
家
は
寝
床
が
八
畳
、
四
畳
半
の
台
所
の
間
取
り
で
、
ト
イ
レ
は
二
世
帯
で
一

カ
所
使
用
し
て
い
た
と
い
う
。
本
家
譜
は
仏
壇
に
保
管
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、

一
九
四
四
年
の
十
・
十
空
襲
で
住
ま
い
が
焼
失
し
た
そ
う
で
あ
る
（
注
５
）。
寄
贈
者

の
金
城
氏
は
一
九
四
四
年
九
月
頃
に
母
親
と
二
人
で
、
先
に
移
動
し
て
い
た
兄
が
い

た
熊く
ま
も
と
け
ん

本
県
日ひ
な
ぐ
ち
ょ
う

奈
久
町
（
現
在
の
八や
つ
し
ろ
し

代
市
日
奈
久
町
）
へ
疎
開
し
た
そ
う
で
あ
る
（
注

６
）。
十
・
十
空
襲
の
後
に
父
親
と
長
女
家
族
が
疎
開
し
、
終
戦
の
次
の
日
に
湯ゆ

の
ま
え前（
現

在
の
湯
前
町
）
に
引
っ
越
し
た
と
い
う
。
沖
縄
へ
戻
る
際
に
は
長
崎
県
の
佐
世
保
収

容
所
に
集
ま
っ
て
過
ご
し
、
一
九
四
六
年
十
月
頃
に
沖
縄
に
引
き
揚
げ
た
後
（
注
７
）、

イ
ン
ヌ
ミ
収
容
所
（
現
在
の
沖お

き
な
わ
し

縄
市
高た

か
は
ら原

付
近
）
で
過
ご
し
、
知
り
合
い
の
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
那
覇
に
戻
り
、
那
覇
の
農
連
市
場
付
近
に
家
を
借
り
て
戦
後

を
過
ご
し
た
そ
う
で
あ
る
。
本
家
譜
も
家
族
と
一
緒
に
九
州
へ
渡
り
（
注
８
）、
戦

後
引
き
揚
げ
て
き
た
後
も
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　本
家
譜
は
琉
球
王
国
時
代
の
知
念
家
を
知
る
資
料
で
あ
る
と
と
も
に
、
家
譜
制
度

や
家
格
等
を
示
す
貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
家
譜
が
現
在
に
至
る
経

緯
は
、
沖
縄
の
近
現
代
を
知
る
手
が
か
り
に
な
る
こ
と
も
記
し
た
い
。

　な
お
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
本
家
譜
の
表
紙
・
裏
表
紙
は
方
眼
紙
で
後
補
さ
れ
、

表
紙
中
央
に
は
「
元
氏
知
念
家
譜
」
と
縦
書
き
さ
れ
て
い
る
。
本
紙
の
綴
じ
穴
か
ら

す
る
と
、
元
は
四
ツ
目
綴
じ
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
紙
の
破
れ
や
虫
損
、
折
れ
・

し
わ
等
も
あ
る
が
、
全
体
を
通
し
て
中
身
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
量
は
縦

二
七
・
七
㎝
、
横
十
九
・
〇
㎝
。
本
紙
は
二
三
紙
。

　『元
姓
家
譜
』（
知
念
家
）
の
翻
刻
及
び
読
み
下
し
文
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
次

の
凡
例
を
用
い
た
。

・
人
物
名
以
外
は
当
用
漢
字
に
改
め
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
立
項
さ
れ
た
人
物
名

は
太
字
で
示
し
た
。
な
お
五
世
・
庸
德
と
六
世
・
庸
松
、
七
世
・
庸
長
、
八
世
・

盛
演
の
行
間
は
詰
ま
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
見
や
す
く
す
る
た
め
一
行
あ
け
た
。

・
誤
字
は
「
マ
マ
」
と
記
し
て
正
字
を
﹇

　﹈
で
補
っ
た
。
ま
た
脱
字
も
﹇

　﹈
で

補
っ
た
。

・
原
文
の
注
釈
と
し
て
小
文
字
で
記
さ
れ
た
文
言
に
つ
い
て
、
読
み
下
し
文
で
は
〈

　〉

で
表
記
し
た
。

・
後
世
に
書
き
足
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
文
字
（
墨
書
・
鉛
筆
書
き
両
方
あ
り
）
は

省
略
し
た
。
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姓
家
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支
流

　
　
　
　紀
録

　四
世
庸
正

四
世
庸
正
知
念
筑
登
之
親
雲
上

童
名
松
金
唐
名
元
世
爵
行
一
康
熙
三
年
甲
辰
四
月
五
日
生

父
元
開
極
糸
数
知
念
親
雲
上
庸
忠
三
世
元
國
祥
知
念
子
庸
盈
崇
禎
五
年
壬
申
七
月
五
日

生
康
熙
二
十
七
年
戊
辰
四
月
十
七
日
不
禄
享
年
五
十
七
号
雲
心

母
眞
壁
間
切
新
垣
村
無
系
保
榮
茂
尓
也
女
眞
鍋
生
日
不
伝
康
熙
二
十
三
年
甲
子
九
月
十
六
日

死
号
月
嶺

室
久
場
川
村
無
系
石
川
尓
也
女
眞
牛
生
日
不
伝
乾
隆
四
年
己
未
九
月
二
十
二
日
死
号
茂
室

長
男
庸
德

尚
貞
王
世
代

康
熙
十
九
年
庚
申
八
月
十
八
日
結
敧
髻

尚
敬
王
世
代

雍
正
八
年
庚
戌
六
月
十
四
日
叙
黄
冠

乾
隆
十
年
乙
丑
七
月
十
二
日
不
禄
寿
八
十
二
号
秋
岳

　五
世
庸
德

五
世
庸
德
知
念
筑
登
之

　
　童
名
思
五
良
唐
名
元
應
德
行
一
康
熙
二
十
六
年
丁
卯
七
月
二
十
八
日
生

　
　父
庸
正

母
無
系
眞
牛

室
西
原
間
切
小
那
覇
村
無
系
小
橋
川
尓
也
女
眞
牛
生
日
不
伝
乾
隆
三
十
二
年
丁
亥
六
月
朔

日
死
号
清
蓮

長
女
武
樽
金
康
熙
六
十
年
辛
丑
二
月
二
十
七
日
生
乾
隆
三
十
一
年
丙
戌
九
月
二
十
二
日
死
享
年
四
十
六
号

菊
芳長

男
庸
松

尚
貞
王
世
代

康
熙
四
十
三
年
甲
申
八
月
十
七
日
結
敧
髻

尚
敬
王
世
代

乾
隆
四
年
己
未
六
月
八
日
叙
筑
登
之
座
敷

乾
隆
十
年
乙
丑
八
月
十
八
日
不
禄
享
年
五
十
九
号
月
秋

　六
世
庸
松

　六
世
庸
松
知
念
筑
登
之
親
雲
上

童
名
思
龜
唐
名
元
大
亨
行
一
雍
正
二
年
甲
辰
六
月
十
九
日
生

父
庸
德

母
無
系
眞
牛

室
無
系
島
袋
筑
登
之
親
雲
上
女
眞
鶴
後
離
別

長
女
眞
牛
乾
隆
九
年
甲
子
十
一
月
五
日
生
同
三
十
二
年
丁
亥
十
二
月
四
日
死
享
年
二
十
四
号
梅
吟

継
室
表
氏
玉
寄
尓
也
貫
亮
女
思
加
那
康
熙
五
十
六
年
丁
酉
十
二
月
七
日
生
乾
隆
三
十
九
年
甲
午

三
月
十
一
日
死
享
年
五
十
八
号
本
園

長
男
庸
蕃
童
名
思
德
唐
名
元
克
温
乾
隆
十
四
年
己
巳
正
月
十
八
日
生
乾
隆
十
九
年
甲
戌
十
二
月
二
十
二
日
死

享
年
六

次
女
思
戸
乾
隆
十
五
年
庚
午
十
月
二
十
三
日
生
同
年
十
二
月
二
十
日
殤
享
年
一

次
男
庸
長
因
兄
庸
蕃
早
死
奏

　訟
為
嫡
子

三
男
庸
泰

三
女
松
金
乾
隆
二
十
七
年
壬
午
十
一
月
二
十
五
日
生
同
三
十
年
乙
酉
二
月
十
六
日
殤
享
年
四

尚
敬
王
世
代

乾
隆
五
年
庚
申
二
月
五
日
結
敧
髻

乾
隆
十
三
年
戊
辰
六
月
十
五
日
叙
筑
登
之
座
敷

尚
穆
王
世
代

乾
隆
三
十
二
年
丁
亥
十
二
月
七
日
叙
黄
冠

乾
隆
四
十
七
年
壬
寅
六
月
二
十
二
日
不
禄
享
年
五
十
九

　七
世
庸
長

七
世
庸
長
知
念
筑
登
之
親
雲
上

童
名
思
次
良
唐
名
元
瑚
行
二
乾
隆
二
十
年
乙
亥
十
月
十
八
日
生
因
兄
庸
蕃
早
死

道
光
十
一
年
辛
卯
十
二
月
奏

　訟
為
嫡
子

父
庸
松

母
表
氏
思
加
那

尚
穆
王
世
代

乾
隆
三
十
六
年
辛
卯
十
二
月
二
十
五
日
結
敧
髻

乾
隆
四
十
七
年
壬
寅
十
二
月
朔
日
叙
筑
登
之
座
敷

尚
温
王
世
代

乾
隆
六
十
年
乙
卯
六
月
朔
日
為
御
道
具
当
筆
者

図　系　世　姓　元 

四

　世

七

　世

六

　世

五

　世

小
宗
庸
正

七

　世

八

　世
長
男
庸
德

元
祖
元
開
極
糸
数

知
念
親
雲
上
庸
忠

三
世
元
國
祥
知
念
子

庸
盈
長
男
也

長
男
庸
松

長
女
武
樽
金

九

　世

十

　世
次
男
庸
長

長
女
眞
牛

長
男
庸
蕃

三
男
庸
泰

次
女
思
戸

三
女
松
金

庸
泰

庸
松
三
男

次
男
盛
記

三
男
盛
憙

長
男
盛
演

次
男
盛
康

三
男
盛
蔭

長
男
盛
昭

次
女
眞
牛

長
男
盛
昌

長
女
眞
鶴

八

　世

九

　世

盛
記

長
女
眞
蒲
戸

長
男
盛
悦

八

　世

九

　世

盛
憙

庸
泰
三
男

三
男
盛
治

長
男
盛
榮

次
男
盛
屋

長
女
眞
鶴

九

　世

十

　世

盛
康

長
女
思
鶴

庸
泰
次
男

八
世
盛
演
次
男
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　紀
録

　四
世
庸
正

四
世
庸
正
知
念
筑
登
之
親
雲
上

童
名
松
金
唐
名
元
世
爵
行
一
康
熙
三
年
甲
辰
四
月
五
日
生

父
元
開
極
糸
数
知
念
親
雲
上
庸
忠
三
世
元
國
祥
知
念
子
庸
盈
崇
禎
五
年
壬
申
七
月
五
日

生
康
熙
二
十
七
年
戊
辰
四
月
十
七
日
不
禄
享
年
五
十
七
号
雲
心

母
眞
壁
間
切
新
垣
村
無
系
保
榮
茂
尓
也
女
眞
鍋
生
日
不
伝
康
熙
二
十
三
年
甲
子
九
月
十
六
日

死
号
月
嶺

室
久
場
川
村
無
系
石
川
尓
也
女
眞
牛
生
日
不
伝
乾
隆
四
年
己
未
九
月
二
十
二
日
死
号
茂
室

長
男
庸
德

尚
貞
王
世
代

康
熙
十
九
年
庚
申
八
月
十
八
日
結
敧
髻

尚
敬
王
世
代

雍
正
八
年
庚
戌
六
月
十
四
日
叙
黄
冠

乾
隆
十
年
乙
丑
七
月
十
二
日
不
禄
寿
八
十
二
号
秋
岳

　五
世
庸
德

五
世
庸
德
知
念
筑
登
之

　
　童
名
思
五
良
唐
名
元
應
德
行
一
康
熙
二
十
六
年
丁
卯
七
月
二
十
八
日
生

　
　父
庸
正

母
無
系
眞
牛

室
西
原
間
切
小
那
覇
村
無
系
小
橋
川
尓
也
女
眞
牛
生
日
不
伝
乾
隆
三
十
二
年
丁
亥
六
月
朔

日
死
号
清
蓮

長
女
武
樽
金
康
熙
六
十
年
辛
丑
二
月
二
十
七
日
生
乾
隆
三
十
一
年
丙
戌
九
月
二
十
二
日
死
享
年
四
十
六
号

菊
芳長

男
庸
松

尚
貞
王
世
代

康
熙
四
十
三
年
甲
申
八
月
十
七
日
結
敧
髻

尚
敬
王
世
代

乾
隆
四
年
己
未
六
月
八
日
叙
筑
登
之
座
敷

乾
隆
十
年
乙
丑
八
月
十
八
日
不
禄
享
年
五
十
九
号
月
秋

　六
世
庸
松

　六
世
庸
松
知
念
筑
登
之
親
雲
上

童
名
思
龜
唐
名
元
大
亨
行
一
雍
正
二
年
甲
辰
六
月
十
九
日
生

父
庸
德

母
無
系
眞
牛

室
無
系
島
袋
筑
登
之
親
雲
上
女
眞
鶴
後
離
別

長
女
眞
牛
乾
隆
九
年
甲
子
十
一
月
五
日
生
同
三
十
二
年
丁
亥
十
二
月
四
日
死
享
年
二
十
四
号
梅
吟

継
室
表
氏
玉
寄
尓
也
貫
亮
女
思
加
那
康
熙
五
十
六
年
丁
酉
十
二
月
七
日
生
乾
隆
三
十
九
年
甲
午

三
月
十
一
日
死
享
年
五
十
八
号
本
園

長
男
庸
蕃
童
名
思
德
唐
名
元
克
温
乾
隆
十
四
年
己
巳
正
月
十
八
日
生
乾
隆
十
九
年
甲
戌
十
二
月
二
十
二
日
死

享
年
六

次
女
思
戸
乾
隆
十
五
年
庚
午
十
月
二
十
三
日
生
同
年
十
二
月
二
十
日
殤
享
年
一

次
男
庸
長
因
兄
庸
蕃
早
死
奏

　訟
為
嫡
子

三
男
庸
泰

三
女
松
金
乾
隆
二
十
七
年
壬
午
十
一
月
二
十
五
日
生
同
三
十
年
乙
酉
二
月
十
六
日
殤
享
年
四

尚
敬
王
世
代

乾
隆
五
年
庚
申
二
月
五
日
結
敧
髻

乾
隆
十
三
年
戊
辰
六
月
十
五
日
叙
筑
登
之
座
敷

尚
穆
王
世
代

乾
隆
三
十
二
年
丁
亥
十
二
月
七
日
叙
黄
冠

乾
隆
四
十
七
年
壬
寅
六
月
二
十
二
日
不
禄
享
年
五
十
九

　七
世
庸
長

七
世
庸
長
知
念
筑
登
之
親
雲
上

童
名
思
次
良
唐
名
元
瑚
行
二
乾
隆
二
十
年
乙
亥
十
月
十
八
日
生
因
兄
庸
蕃
早
死

道
光
十
一
年
辛
卯
十
二
月
奏

　訟
為
嫡
子

父
庸
松

母
表
氏
思
加
那

尚
穆
王
世
代

乾
隆
三
十
六
年
辛
卯
十
二
月
二
十
五
日
結
敧
髻

乾
隆
四
十
七
年
壬
寅
十
二
月
朔
日
叙
筑
登
之
座
敷

尚
温
王
世
代

乾
隆
六
十
年
乙
卯
六
月
朔
日
為
御
道
具
当
筆
者

図　系　世　姓　元 

四

　世

七

　世

六

　世

五

　世

小
宗
庸
正

七

　世

八

　世
長
男
庸
德

元
祖
元
開
極
糸
数

知
念
親
雲
上
庸
忠

三
世
元
國
祥
知
念
子

庸
盈
長
男
也

長
男
庸
松

長
女
武
樽
金

九

　世

十

　世
次
男
庸
長

長
女
眞
牛

長
男
庸
蕃

三
男
庸
泰

次
女
思
戸

三
女
松
金

庸
泰

庸
松
三
男

次
男
盛
記

三
男
盛
憙

長
男
盛
演

次
男
盛
康

三
男
盛
蔭

長
男
盛
昭

次
女
眞
牛

長
男
盛
昌

長
女
眞
鶴

八

　世

九

　世

盛
記

長
女
眞
蒲
戸

長
男
盛
悦

八

　世

九

　世

盛
憙

庸
泰
三
男

三
男
盛
治

長
男
盛
榮

次
男
盛
屋

長
女
眞
鶴

九

　世

十

　世

盛
康

長
女
思
鶴

庸
泰
次
男

八
世
盛
演
次
男
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　元
姓
家
譜
支
流

　
　
　
　紀
録

　四
世
庸
正

四
世
庸
正
知
念
筑
登
之
親
雲
上

童
名
松
金
唐
名
元
世
爵
行
一
康
熙
三
年
甲
辰
四
月
五
日
生

父
元
開
極
糸
数
知
念
親
雲
上
庸
忠
三
世
元
國
祥
知
念
子
庸
盈
崇
禎
五
年
壬
申
七
月
五
日

生
康
熙
二
十
七
年
戊
辰
四
月
十
七
日
不
禄
享
年
五
十
七
号
雲
心

母
眞
壁
間
切
新
垣
村
無
系
保
榮
茂
尓
也
女
眞
鍋
生
日
不
伝
康
熙
二
十
三
年
甲
子
九
月
十
六
日

死
号
月
嶺

室
久
場
川
村
無
系
石
川
尓
也
女
眞
牛
生
日
不
伝
乾
隆
四
年
己
未
九
月
二
十
二
日
死
号
茂
室

長
男
庸
德

尚
貞
王
世
代

康
熙
十
九
年
庚
申
八
月
十
八
日
結
敧
髻

尚
敬
王
世
代

雍
正
八
年
庚
戌
六
月
十
四
日
叙
黄
冠

乾
隆
十
年
乙
丑
七
月
十
二
日
不
禄
寿
八
十
二
号
秋
岳

　五
世
庸
德

五
世
庸
德
知
念
筑
登
之

　
　童
名
思
五
良
唐
名
元
應
德
行
一
康
熙
二
十
六
年
丁
卯
七
月
二
十
八
日
生

　
　父
庸
正

母
無
系
眞
牛

室
西
原
間
切
小
那
覇
村
無
系
小
橋
川
尓
也
女
眞
牛
生
日
不
伝
乾
隆
三
十
二
年
丁
亥
六
月
朔

日
死
号
清
蓮

長
女
武
樽
金
康
熙
六
十
年
辛
丑
二
月
二
十
七
日
生
乾
隆
三
十
一
年
丙
戌
九
月
二
十
二
日
死
享
年
四
十
六
号

菊
芳長

男
庸
松

尚
貞
王
世
代

康
熙
四
十
三
年
甲
申
八
月
十
七
日
結
敧
髻

尚
敬
王
世
代

乾
隆
四
年
己
未
六
月
八
日
叙
筑
登
之
座
敷

乾
隆
十
年
乙
丑
八
月
十
八
日
不
禄
享
年
五
十
九
号
月
秋

　六
世
庸
松

　六
世
庸
松
知
念
筑
登
之
親
雲
上

童
名
思
龜
唐
名
元
大
亨
行
一
雍
正
二
年
甲
辰
六
月
十
九
日
生

父
庸
德

母
無
系
眞
牛

室
無
系
島
袋
筑
登
之
親
雲
上
女
眞
鶴
後
離
別

長
女
眞
牛
乾
隆
九
年
甲
子
十
一
月
五
日
生
同
三
十
二
年
丁
亥
十
二
月
四
日
死
享
年
二
十
四
号
梅
吟

継
室
表
氏
玉
寄
尓
也
貫
亮
女
思
加
那
康
熙
五
十
六
年
丁
酉
十
二
月
七
日
生
乾
隆
三
十
九
年
甲
午

三
月
十
一
日
死
享
年
五
十
八
号
本
園

長
男
庸
蕃
童
名
思
德
唐
名
元
克
温
乾
隆
十
四
年
己
巳
正
月
十
八
日
生
乾
隆
十
九
年
甲
戌
十
二
月
二
十
二
日
死

享
年
六

次
女
思
戸
乾
隆
十
五
年
庚
午
十
月
二
十
三
日
生
同
年
十
二
月
二
十
日
殤
享
年
一

次
男
庸
長
因
兄
庸
蕃
早
死
奏

　訟
為
嫡
子

三
男
庸
泰

三
女
松
金
乾
隆
二
十
七
年
壬
午
十
一
月
二
十
五
日
生
同
三
十
年
乙
酉
二
月
十
六
日
殤
享
年
四

尚
敬
王
世
代

乾
隆
五
年
庚
申
二
月
五
日
結
敧
髻

乾
隆
十
三
年
戊
辰
六
月
十
五
日
叙
筑
登
之
座
敷

尚
穆
王
世
代

乾
隆
三
十
二
年
丁
亥
十
二
月
七
日
叙
黄
冠

乾
隆
四
十
七
年
壬
寅
六
月
二
十
二
日
不
禄
享
年
五
十
九

　七
世
庸
長

七
世
庸
長
知
念
筑
登
之
親
雲
上

童
名
思
次
良
唐
名
元
瑚
行
二
乾
隆
二
十
年
乙
亥
十
月
十
八
日
生
因
兄
庸
蕃
早
死

道
光
十
一
年
辛
卯
十
二
月
奏

　訟
為
嫡
子

父
庸
松

母
表
氏
思
加
那

尚
穆
王
世
代

乾
隆
三
十
六
年
辛
卯
十
二
月
二
十
五
日
結
敧
髻

乾
隆
四
十
七
年
壬
寅
十
二
月
朔
日
叙
筑
登
之
座
敷

尚
温
王
世
代

乾
隆
六
十
年
乙
卯
六
月
朔
日
為
御
道
具
当
筆
者

図　系　世　姓　元 

四

　世

七

　世

六

　世

五

　世

小
宗
庸
正

七

　世

八

　世
長
男
庸
德

元
祖
元
開
極
糸
数

知
念
親
雲
上
庸
忠

三
世
元
國
祥
知
念
子

庸
盈
長
男
也

長
男
庸
松

長
女
武
樽
金

九

　世

十

　世
次
男
庸
長

長
女
眞
牛

長
男
庸
蕃

三
男
庸
泰

次
女
思
戸

三
女
松
金

庸
泰

庸
松
三
男

次
男
盛
記

三
男
盛
憙

長
男
盛
演

次
男
盛
康

三
男
盛
蔭

長
男
盛
昭

次
女
眞
牛

長
男
盛
昌

長
女
眞
鶴

八

　世

九

　世

盛
記

長
女
眞
蒲
戸

長
男
盛
悦

八

　世

九

　世

盛
憙

庸
泰
三
男

三
男
盛
治

長
男
盛
榮

次
男
盛
屋

長
女
眞
鶴

九

　世

十

　世

盛
康

長
女
思
鶴

庸
泰
次
男

八
世
盛
演
次
男
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次
男
盛
屋
童
名
眞
三
良
唐
名
元
按
言
道
光
八
年
戊
子
十
月
九
日
生
同
十
四
年
甲
午
十
一
月
十
五
日
矢マ
マ
﹇
夭
﹈

享
年
七

三
男
盛
治
童
名
眞
牛
唐
名
元
按
義
道
光
十
年
庚
寅
十
月
二
十
五
日
生
同
二
十
三
年
癸
卯
二
月
十
五
日
マ
マ﹇

殤
﹈

享
年
十
四

尚
灝
王
世
代

嘉
慶
九
年
甲
子
十
一
月
二
十
五
日
結
敧
髻

道
光
四
年
甲
申
十
二
月
朔
日
叙
筑
登
之
座
敷

道
光
二
十
八
年
戊
申
五
月
十
一
日
不
禄
享
年
五
十
九
号
廣
得

　九
世
盛
昭

九
世
盛
昭

童
名
樽
金
唐
名
元
克
興
行
一
嘉
慶
七
年
壬
戌
五
月
十
九
日
生

父
盛
演

母
欽
氏
思
戸

室
向
氏
喜
舎
場
筑
登
之
親
雲
上
朝
昌
女
武
樽
金

長
女
眞
鶴
道
光
六
年
丙
戌
三
月
十
二
日
生

次
女
眞
牛
道
光
八
年
戊
子
十
二
月
七
日
生

長
男
盛
昌
童
名
思
龜
唐
名
元
循
禮
道
光
十
四
年
甲
午
二
月
二
十
五
日
生
同
十
七
年
丁
酉
五
月
十
三
日
夭
享

年
四

尚
灝
王
世
代

嘉
慶
二
十
一
年
丙
子
六
月
十
日
結
敧
髻

道
光
六
年
丙
戌
十
二
月
朔
日
叙
筑
登
之
座
敷

尚
育
王
世
代

道
光
十
五
年
乙
未
六
月
朔
日
為
大
美
御
殿
代
官
筆
者

道
光
十
八
年
戊
戌
十
二
月
朔
日
叙
黄
冠

咸
豊
元
年
辛
亥
二
月
十
日
不
禄
享
年
五
十
一
号
源
心

　九
世
盛
康

九
世
盛
康

童
名
思
加
那
唐
名
元
克
孝
行
二
嘉
慶
十
一
年
丙
寅
七
月
二
十
五
日
生

父
盛
演

母
欽
氏
思
戸

室
翁
氏
城
間
里
之
子
親
雲
上
盛
有
女
思
戸

長
女
思
鶴
道
光
十
五
年
乙
未
正
月
十
五
日
生

尚
灝
王
世
代

嘉
慶
二
十
五
年
庚
辰
八
月
十
日
結
敧
髻

道
光
二
十
六
年
丙
午
三
月
十
日
不
禄
享
年
四
十
一
号
得
心

　九
世
盛
蔭

九
世
盛
蔭

童
名
眞
山
戸
唐
名
元
克
達
行
三
嘉
慶
十
二
年
丁
卯
十
二
月
二
十
日
生

父
盛
演

母
欽
氏
思
戸

尚
灝
王
世
代

道
光
元
年
辛
巳
三
月
十
日
結
敧
髻

道
光
二
十
一
年
辛
丑
正
月
八
日
不
禄
享
年
三
十
五
号
子
本

　九
世
盛
悦

九
世
盛
悦

童
名
思
加
那
唐
名
元
永
全
行
一
道
光
三
年
癸
未
十
月
八
日
生

父
盛
記

母
無
系
眞
鶴

尚
育
王
世
代

道
光
十
七
年
丁
酉
五
月
五
日
結
敧
髪マ
マ
﹇
髻
﹈

同
二
十
二
年
壬
寅
四
月
二
十
九
日
不
禄
享
年
二
十
号
自
心

　九
世
盛
榮

九
世
盛
榮

童
名
樽
金
唐
名
元
按
專
行
一
道
光
七
年
丁
亥
八
月
十
九
日
生

父
盛
憙

母
無
系
思
加
那

　九
世
盛
屋

九
世
盛
屋

童
名
眞
三
良
唐
名
元
按
言
行
二
道
光
八
年
戊
子
十
月
九
日
生

父
盛
憙

母
無
系
思
加
那

嘉
慶
五
年
庚
申
七
月
二
十
六
日
叙
黄
冠

[

尚
灝
王
世
代]

嘉
慶
十
六
年
辛
未
六
月
朔
日
為
野
嵩
御
殿
庫
理
大
屋
子

嘉
慶
二
十
三
年
戊
寅
十
二
月
十
日
不
禄
寿
六
十
四

　七
世
庸
泰

　七
世
庸
泰
知
念
筑
登
之
親
雲
上

童
名
樽
金
唐
名
元
秉
和
行
三
乾
隆
二
十
三
年
戊
寅
十
一
月
六
日
生

父
庸
松

母
表
氏
思
加
那

室
駱
氏
銘
苅
筑
登
之
春
章
女
眞
鶴
乾
隆
二
十
四
年
己
卯
五
月
十
三
日
生
同
五
十
八
年
癸
丑
二
月

十
九
日
死
享
年
三
十
五
号
自
安

長
男
盛
演
本
名
庸
善

次
男
盛
記
本
名
庸
嘉

三
男
盛
憙

尚
穆
王
世
代

乾
隆
三
十
八
年
癸
巳
十
月
三
日
結
敧
髻

乾
隆
四
十
七
年
壬
寅
六
月
朔
日
為
御
番
所
御
番
筑
登
之

乾
隆
五
十
八
年
癸
丑
十
二
月
朔
日
為
給
地
御
蔵
筆
者
拝
謝

　朝
廷
之
時
恭
蒙

　

聖
上
賀
賜
御
玉
貫
一
双
原
是
御
近
習
筆
者
勤
故
也

尚
温
王
世
代

嘉
慶
五
年
庚
申
七
月
二
十
六
日
叙
黄
冠

嘉
慶
七
年
壬
戌
八
月
四
日
不
禄
享
年
四
十
五
号
一
峯

　八
世
盛
演

八
世
盛
演
雖
為
本
名
乗
頭
字
庸
因
字
性
悪
敷
奏
訟
改
盛
自
此
以
後
用
盛
之
字
也

童
名
思
龜
唐
名
元
秉
勝
行
一
乾
隆
四
十
七
年
壬
寅
十
月
二
十
三
日
生

父
庸
泰

母
駱
氏
眞
鶴

室
欽
氏
米
須
里
之
子
親
雲
上
清
増
女
思
戸

長
男
盛
昭

次
男
盛
康

三
男
盛
蔭

尚
温
王
世
代

嘉
慶
元
年
丙
辰
五
月
十
日
結
敧
髻

尚
灝
王
世
代

嘉
慶
十
五
年
庚
午
十
二
月
朔
日
叙
筑
登
之
座
敷

嘉
慶
十
九
年
甲
戌
十
二
月
朔
日
為
御
茶
屋
筆
者
叙
黄
冠

道
光
元
年
辛
巳
五
月
朔
日
為
山
奉
行
筆
者

道
光
六
年
丙
戌
十
二
月
朔
日
為
請
地
代
官
主
取
叙
勢
頭
座
敷

道
光
十
二
年
壬
辰
八
月
二
十
日
不
禄
享
年
五
十
一
号
安
心

　八
世
盛
記

八
世
盛
記
知
念
筑
登
之
親
雲
上
雖
為
本
名
乗
頭
字
庸
因
字
性
悪
敷
奏
訟
改
盛
自
此
以
後
用
盛
之
字
也

童
名
眞
蒲
戸
唐
名
元
秉
義
行
二
乾
隆
五
十
一
年
丙
午
九
月
十
三
日
生

父
庸
泰

母
駱
氏
眞
鶴

室
真
和
志
村
無
系
金
城
尓
也
女
眞
鶴
咸
豊
元
年
辛
亥
十
月
二
十
四
日
死
享
年
五
十
九
号
安
心

長
女
眞
蒲
戸
嘉
慶
二
十
年
乙
亥
五
月
十
日
生

長
男
盛
悦

尚
温
王
世
代

嘉
慶
五
年
庚
申
八
月
八
日
結
敧
髻

尚
灝
王
世
代

嘉
慶
二
十
年
乙
亥
十
二
月
朔
日
叙
筑
登
之
座
敷

道
光
七
年
丁
亥
六
月
朔
日
為
御
番
所
御
番
親
雲
上

咸
豊
十
年
庚
申
四
月
二
十
五
日
不
禄
寿
七
十
七
号
壽
峯

　八
世
盛
憙

八
世
盛
憙
雖
為
本
名
乗
頭
字
庸
因
字
性
悪
敷
奏
訟
改
盛
自
此
以
後
用
盛
之
字
也

童
名
思
次
良
唐
名
元
秉
吉
行
三
乾
隆
五
十
五
年
庚
戌
十
一
月
二
十
五
日
生

父
庸
泰

母
駱
氏
眞
鶴

室
町
端
村
無
系
澤
岻
筑
登
之
親
雲
上
女
思
加
那

長
女
眞
鶴
嘉
慶
二
十
四
年
己
卯
閏
四
月
二
十
日
生

長
男
盛
榮
童
名
樽
金
唐
名
元
按
專
道
光
七
年
丁
亥
八
月
十
九
日
生
同
十
八
年
戊
戌
四
月
五
日
マ
マ

﹇
殤
﹈
享
年

十
二
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次
男
盛
屋
童
名
眞
三
良
唐
名
元
按
言
道
光
八
年
戊
子
十
月
九
日
生
同
十
四
年
甲
午
十
一
月
十
五
日
矢マ
マ
﹇
夭
﹈

享
年
七

三
男
盛
治
童
名
眞
牛
唐
名
元
按
義
道
光
十
年
庚
寅
十
月
二
十
五
日
生
同
二
十
三
年
癸
卯
二
月
十
五
日
マ
マ﹇

殤
﹈

享
年
十
四

尚
灝
王
世
代

嘉
慶
九
年
甲
子
十
一
月
二
十
五
日
結
敧
髻

道
光
四
年
甲
申
十
二
月
朔
日
叙
筑
登
之
座
敷

道
光
二
十
八
年
戊
申
五
月
十
一
日
不
禄
享
年
五
十
九
号
廣
得

　九
世
盛
昭

九
世
盛
昭

童
名
樽
金
唐
名
元
克
興
行
一
嘉
慶
七
年
壬
戌
五
月
十
九
日
生

父
盛
演

母
欽
氏
思
戸

室
向
氏
喜
舎
場
筑
登
之
親
雲
上
朝
昌
女
武
樽
金

長
女
眞
鶴
道
光
六
年
丙
戌
三
月
十
二
日
生

次
女
眞
牛
道
光
八
年
戊
子
十
二
月
七
日
生

長
男
盛
昌
童
名
思
龜
唐
名
元
循
禮
道
光
十
四
年
甲
午
二
月
二
十
五
日
生
同
十
七
年
丁
酉
五
月
十
三
日
夭
享

年
四

尚
灝
王
世
代

嘉
慶
二
十
一
年
丙
子
六
月
十
日
結
敧
髻

道
光
六
年
丙
戌
十
二
月
朔
日
叙
筑
登
之
座
敷

尚
育
王
世
代

道
光
十
五
年
乙
未
六
月
朔
日
為
大
美
御
殿
代
官
筆
者

道
光
十
八
年
戊
戌
十
二
月
朔
日
叙
黄
冠

咸
豊
元
年
辛
亥
二
月
十
日
不
禄
享
年
五
十
一
号
源
心

　九
世
盛
康

九
世
盛
康

童
名
思
加
那
唐
名
元
克
孝
行
二
嘉
慶
十
一
年
丙
寅
七
月
二
十
五
日
生

父
盛
演

母
欽
氏
思
戸

室
翁
氏
城
間
里
之
子
親
雲
上
盛
有
女
思
戸

長
女
思
鶴
道
光
十
五
年
乙
未
正
月
十
五
日
生

尚
灝
王
世
代

嘉
慶
二
十
五
年
庚
辰
八
月
十
日
結
敧
髻

道
光
二
十
六
年
丙
午
三
月
十
日
不
禄
享
年
四
十
一
号
得
心

　九
世
盛
蔭

九
世
盛
蔭

童
名
眞
山
戸
唐
名
元
克
達
行
三
嘉
慶
十
二
年
丁
卯
十
二
月
二
十
日
生

父
盛
演

母
欽
氏
思
戸

尚
灝
王
世
代

道
光
元
年
辛
巳
三
月
十
日
結
敧
髻

道
光
二
十
一
年
辛
丑
正
月
八
日
不
禄
享
年
三
十
五
号
子
本

　九
世
盛
悦

九
世
盛
悦

童
名
思
加
那
唐
名
元
永
全
行
一
道
光
三
年
癸
未
十
月
八
日
生

父
盛
記

母
無
系
眞
鶴

尚
育
王
世
代

道
光
十
七
年
丁
酉
五
月
五
日
結
敧
髪マ
マ
﹇
髻
﹈

同
二
十
二
年
壬
寅
四
月
二
十
九
日
不
禄
享
年
二
十
号
自
心

　九
世
盛
榮

九
世
盛
榮

童
名
樽
金
唐
名
元
按
專
行
一
道
光
七
年
丁
亥
八
月
十
九
日
生

父
盛
憙

母
無
系
思
加
那

　九
世
盛
屋

九
世
盛
屋

童
名
眞
三
良
唐
名
元
按
言
行
二
道
光
八
年
戊
子
十
月
九
日
生

父
盛
憙

母
無
系
思
加
那

嘉
慶
五
年
庚
申
七
月
二
十
六
日
叙
黄
冠

[

尚
灝
王
世
代]

嘉
慶
十
六
年
辛
未
六
月
朔
日
為
野
嵩
御
殿
庫
理
大
屋
子

嘉
慶
二
十
三
年
戊
寅
十
二
月
十
日
不
禄
寿
六
十
四

　七
世
庸
泰

　七
世
庸
泰
知
念
筑
登
之
親
雲
上

童
名
樽
金
唐
名
元
秉
和
行
三
乾
隆
二
十
三
年
戊
寅
十
一
月
六
日
生

父
庸
松

母
表
氏
思
加
那

室
駱
氏
銘
苅
筑
登
之
春
章
女
眞
鶴
乾
隆
二
十
四
年
己
卯
五
月
十
三
日
生
同
五
十
八
年
癸
丑
二
月

十
九
日
死
享
年
三
十
五
号
自
安

長
男
盛
演
本
名
庸
善

次
男
盛
記
本
名
庸
嘉

三
男
盛
憙

尚
穆
王
世
代

乾
隆
三
十
八
年
癸
巳
十
月
三
日
結
敧
髻

乾
隆
四
十
七
年
壬
寅
六
月
朔
日
為
御
番
所
御
番
筑
登
之

乾
隆
五
十
八
年
癸
丑
十
二
月
朔
日
為
給
地
御
蔵
筆
者
拝
謝

　朝
廷
之
時
恭
蒙

　

聖
上
賀
賜
御
玉
貫
一
双
原
是
御
近
習
筆
者
勤
故
也

尚
温
王
世
代

嘉
慶
五
年
庚
申
七
月
二
十
六
日
叙
黄
冠

嘉
慶
七
年
壬
戌
八
月
四
日
不
禄
享
年
四
十
五
号
一
峯

　八
世
盛
演

八
世
盛
演
雖
為
本
名
乗
頭
字
庸
因
字
性
悪
敷
奏
訟
改
盛
自
此
以
後
用
盛
之
字
也

童
名
思
龜
唐
名
元
秉
勝
行
一
乾
隆
四
十
七
年
壬
寅
十
月
二
十
三
日
生

父
庸
泰

母
駱
氏
眞
鶴

室
欽
氏
米
須
里
之
子
親
雲
上
清
増
女
思
戸

長
男
盛
昭

次
男
盛
康

三
男
盛
蔭

尚
温
王
世
代

嘉
慶
元
年
丙
辰
五
月
十
日
結
敧
髻

尚
灝
王
世
代

嘉
慶
十
五
年
庚
午
十
二
月
朔
日
叙
筑
登
之
座
敷

嘉
慶
十
九
年
甲
戌
十
二
月
朔
日
為
御
茶
屋
筆
者
叙
黄
冠

道
光
元
年
辛
巳
五
月
朔
日
為
山
奉
行
筆
者

道
光
六
年
丙
戌
十
二
月
朔
日
為
請
地
代
官
主
取
叙
勢
頭
座
敷

道
光
十
二
年
壬
辰
八
月
二
十
日
不
禄
享
年
五
十
一
号
安
心

　八
世
盛
記

八
世
盛
記
知
念
筑
登
之
親
雲
上
雖
為
本
名
乗
頭
字
庸
因
字
性
悪
敷
奏
訟
改
盛
自
此
以
後
用
盛
之
字
也

童
名
眞
蒲
戸
唐
名
元
秉
義
行
二
乾
隆
五
十
一
年
丙
午
九
月
十
三
日
生

父
庸
泰

母
駱
氏
眞
鶴

室
真
和
志
村
無
系
金
城
尓
也
女
眞
鶴
咸
豊
元
年
辛
亥
十
月
二
十
四
日
死
享
年
五
十
九
号
安
心

長
女
眞
蒲
戸
嘉
慶
二
十
年
乙
亥
五
月
十
日
生

長
男
盛
悦

尚
温
王
世
代

嘉
慶
五
年
庚
申
八
月
八
日
結
敧
髻

尚
灝
王
世
代

嘉
慶
二
十
年
乙
亥
十
二
月
朔
日
叙
筑
登
之
座
敷

道
光
七
年
丁
亥
六
月
朔
日
為
御
番
所
御
番
親
雲
上

咸
豊
十
年
庚
申
四
月
二
十
五
日
不
禄
寿
七
十
七
号
壽
峯

　八
世
盛
憙

八
世
盛
憙
雖
為
本
名
乗
頭
字
庸
因
字
性
悪
敷
奏
訟
改
盛
自
此
以
後
用
盛
之
字
也

童
名
思
次
良
唐
名
元
秉
吉
行
三
乾
隆
五
十
五
年
庚
戌
十
一
月
二
十
五
日
生

父
庸
泰

母
駱
氏
眞
鶴

室
町
端
村
無
系
澤
岻
筑
登
之
親
雲
上
女
思
加
那

長
女
眞
鶴
嘉
慶
二
十
四
年
己
卯
閏
四
月
二
十
日
生

長
男
盛
榮
童
名
樽
金
唐
名
元
按
專
道
光
七
年
丁
亥
八
月
十
九
日
生
同
十
八
年
戊
戌
四
月
五
日
マ
マ

﹇
殤
﹈
享
年

十
二
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次
男
盛
屋
童
名
眞
三
良
唐
名
元
按
言
道
光
八
年
戊
子
十
月
九
日
生
同
十
四
年
甲
午
十
一
月
十
五
日
矢マ
マ
﹇
夭
﹈

享
年
七

三
男
盛
治
童
名
眞
牛
唐
名
元
按
義
道
光
十
年
庚
寅
十
月
二
十
五
日
生
同
二
十
三
年
癸
卯
二
月
十
五
日
マ
マ﹇

殤
﹈

享
年
十
四

尚
灝
王
世
代

嘉
慶
九
年
甲
子
十
一
月
二
十
五
日
結
敧
髻

道
光
四
年
甲
申
十
二
月
朔
日
叙
筑
登
之
座
敷

道
光
二
十
八
年
戊
申
五
月
十
一
日
不
禄
享
年
五
十
九
号
廣
得

　九
世
盛
昭

九
世
盛
昭

童
名
樽
金
唐
名
元
克
興
行
一
嘉
慶
七
年
壬
戌
五
月
十
九
日
生

父
盛
演

母
欽
氏
思
戸

室
向
氏
喜
舎
場
筑
登
之
親
雲
上
朝
昌
女
武
樽
金

長
女
眞
鶴
道
光
六
年
丙
戌
三
月
十
二
日
生

次
女
眞
牛
道
光
八
年
戊
子
十
二
月
七
日
生

長
男
盛
昌
童
名
思
龜
唐
名
元
循
禮
道
光
十
四
年
甲
午
二
月
二
十
五
日
生
同
十
七
年
丁
酉
五
月
十
三
日
夭
享

年
四

尚
灝
王
世
代

嘉
慶
二
十
一
年
丙
子
六
月
十
日
結
敧
髻

道
光
六
年
丙
戌
十
二
月
朔
日
叙
筑
登
之
座
敷

尚
育
王
世
代

道
光
十
五
年
乙
未
六
月
朔
日
為
大
美
御
殿
代
官
筆
者

道
光
十
八
年
戊
戌
十
二
月
朔
日
叙
黄
冠

咸
豊
元
年
辛
亥
二
月
十
日
不
禄
享
年
五
十
一
号
源
心

　九
世
盛
康

九
世
盛
康

童
名
思
加
那
唐
名
元
克
孝
行
二
嘉
慶
十
一
年
丙
寅
七
月
二
十
五
日
生

父
盛
演

母
欽
氏
思
戸

室
翁
氏
城
間
里
之
子
親
雲
上
盛
有
女
思
戸

長
女
思
鶴
道
光
十
五
年
乙
未
正
月
十
五
日
生

尚
灝
王
世
代

嘉
慶
二
十
五
年
庚
辰
八
月
十
日
結
敧
髻

道
光
二
十
六
年
丙
午
三
月
十
日
不
禄
享
年
四
十
一
号
得
心

　九
世
盛
蔭

九
世
盛
蔭

童
名
眞
山
戸
唐
名
元
克
達
行
三
嘉
慶
十
二
年
丁
卯
十
二
月
二
十
日
生

父
盛
演

母
欽
氏
思
戸

尚
灝
王
世
代

道
光
元
年
辛
巳
三
月
十
日
結
敧
髻

道
光
二
十
一
年
辛
丑
正
月
八
日
不
禄
享
年
三
十
五
号
子
本

　九
世
盛
悦

九
世
盛
悦

童
名
思
加
那
唐
名
元
永
全
行
一
道
光
三
年
癸
未
十
月
八
日
生

父
盛
記

母
無
系
眞
鶴

尚
育
王
世
代

道
光
十
七
年
丁
酉
五
月
五
日
結
敧
髪マ
マ
﹇
髻
﹈

同
二
十
二
年
壬
寅
四
月
二
十
九
日
不
禄
享
年
二
十
号
自
心

　九
世
盛
榮

九
世
盛
榮

童
名
樽
金
唐
名
元
按
專
行
一
道
光
七
年
丁
亥
八
月
十
九
日
生

父
盛
憙

母
無
系
思
加
那

　九
世
盛
屋

九
世
盛
屋

童
名
眞
三
良
唐
名
元
按
言
行
二
道
光
八
年
戊
子
十
月
九
日
生

父
盛
憙

母
無
系
思
加
那

嘉
慶
五
年
庚
申
七
月
二
十
六
日
叙
黄
冠

[

尚
灝
王
世
代]

嘉
慶
十
六
年
辛
未
六
月
朔
日
為
野
嵩
御
殿
庫
理
大
屋
子

嘉
慶
二
十
三
年
戊
寅
十
二
月
十
日
不
禄
寿
六
十
四

　七
世
庸
泰

　七
世
庸
泰
知
念
筑
登
之
親
雲
上

童
名
樽
金
唐
名
元
秉
和
行
三
乾
隆
二
十
三
年
戊
寅
十
一
月
六
日
生

父
庸
松

母
表
氏
思
加
那

室
駱
氏
銘
苅
筑
登
之
春
章
女
眞
鶴
乾
隆
二
十
四
年
己
卯
五
月
十
三
日
生
同
五
十
八
年
癸
丑
二
月

十
九
日
死
享
年
三
十
五
号
自
安

長
男
盛
演
本
名
庸
善

次
男
盛
記
本
名
庸
嘉

三
男
盛
憙

尚
穆
王
世
代

乾
隆
三
十
八
年
癸
巳
十
月
三
日
結
敧
髻

乾
隆
四
十
七
年
壬
寅
六
月
朔
日
為
御
番
所
御
番
筑
登
之

乾
隆
五
十
八
年
癸
丑
十
二
月
朔
日
為
給
地
御
蔵
筆
者
拝
謝

　朝
廷
之
時
恭
蒙

　

聖
上
賀
賜
御
玉
貫
一
双
原
是
御
近
習
筆
者
勤
故
也

尚
温
王
世
代

嘉
慶
五
年
庚
申
七
月
二
十
六
日
叙
黄
冠

嘉
慶
七
年
壬
戌
八
月
四
日
不
禄
享
年
四
十
五
号
一
峯

　八
世
盛
演

八
世
盛
演
雖
為
本
名
乗
頭
字
庸
因
字
性
悪
敷
奏
訟
改
盛
自
此
以
後
用
盛
之
字
也

童
名
思
龜
唐
名
元
秉
勝
行
一
乾
隆
四
十
七
年
壬
寅
十
月
二
十
三
日
生

父
庸
泰

母
駱
氏
眞
鶴

室
欽
氏
米
須
里
之
子
親
雲
上
清
増
女
思
戸

長
男
盛
昭

次
男
盛
康

三
男
盛
蔭

尚
温
王
世
代

嘉
慶
元
年
丙
辰
五
月
十
日
結
敧
髻

尚
灝
王
世
代

嘉
慶
十
五
年
庚
午
十
二
月
朔
日
叙
筑
登
之
座
敷

嘉
慶
十
九
年
甲
戌
十
二
月
朔
日
為
御
茶
屋
筆
者
叙
黄
冠

道
光
元
年
辛
巳
五
月
朔
日
為
山
奉
行
筆
者

道
光
六
年
丙
戌
十
二
月
朔
日
為
請
地
代
官
主
取
叙
勢
頭
座
敷

道
光
十
二
年
壬
辰
八
月
二
十
日
不
禄
享
年
五
十
一
号
安
心

　八
世
盛
記

八
世
盛
記
知
念
筑
登
之
親
雲
上
雖
為
本
名
乗
頭
字
庸
因
字
性
悪
敷
奏
訟
改
盛
自
此
以
後
用
盛
之
字
也

童
名
眞
蒲
戸
唐
名
元
秉
義
行
二
乾
隆
五
十
一
年
丙
午
九
月
十
三
日
生

父
庸
泰

母
駱
氏
眞
鶴

室
真
和
志
村
無
系
金
城
尓
也
女
眞
鶴
咸
豊
元
年
辛
亥
十
月
二
十
四
日
死
享
年
五
十
九
号
安
心

長
女
眞
蒲
戸
嘉
慶
二
十
年
乙
亥
五
月
十
日
生

長
男
盛
悦

尚
温
王
世
代

嘉
慶
五
年
庚
申
八
月
八
日
結
敧
髻

尚
灝
王
世
代

嘉
慶
二
十
年
乙
亥
十
二
月
朔
日
叙
筑
登
之
座
敷

道
光
七
年
丁
亥
六
月
朔
日
為
御
番
所
御
番
親
雲
上

咸
豊
十
年
庚
申
四
月
二
十
五
日
不
禄
寿
七
十
七
号
壽
峯

　八
世
盛
憙

八
世
盛
憙
雖
為
本
名
乗
頭
字
庸
因
字
性
悪
敷
奏
訟
改
盛
自
此
以
後
用
盛
之
字
也

童
名
思
次
良
唐
名
元
秉
吉
行
三
乾
隆
五
十
五
年
庚
戌
十
一
月
二
十
五
日
生

父
庸
泰

母
駱
氏
眞
鶴

室
町
端
村
無
系
澤
岻
筑
登
之
親
雲
上
女
思
加
那

長
女
眞
鶴
嘉
慶
二
十
四
年
己
卯
閏
四
月
二
十
日
生

長
男
盛
榮
童
名
樽
金
唐
名
元
按
專
道
光
七
年
丁
亥
八
月
十
九
日
生
同
十
八
年
戊
戌
四
月
五
日
マ
マ

﹇
殤
﹈
享
年

十
二
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父
は
庸
松

母
は
表
氏
思
加
那

尚
穆
王
世
代

一
七
七
一
年
十
二
月
二
十
五
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
七
八
二
年
十
二
月
朔
日
、
筑
登
之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

尚
温
王
世
代

一
七
九
五
年
六
月
朔
日
、
御
道
具
当
筆
者
と
な
る
。

一
八
〇
〇
年
七
月
二
十
六
日
、
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
る
。

[

尚
灝
王
世
代]

一
八
一
一
年
六
月
朔
日
、
野
嵩
御
殿
庫
理
大
屋
子
と
な
る
。

一
八
一
八
年
十
二
月
十
日
不
禄
す
、
寿
六
十
四
。

　七
世
庸
泰

　七
世
庸
泰
〈
知
念
筑
登
之
親
雲
上
〉

童
名
は
樽
金
、
唐
名
は
元
秉
和
、
行
三
。
一
七
五
八
年
十
一
月
六
日
生
ま
れ
。

父
は
庸
松

母
は
表
氏
思
加
那

室
は
駱
氏
銘
苅
筑
登
之
春
章
の
女
眞
鶴
〈
一
七
五
九
年
五
月
十
三
日
生
ま
れ
。

一
七
九
三
年
二
月
十
九
日
死
す
、
享
年
三
十
五
。
号
は
自
安
。〉

長
男
は
盛
演
〈
本
名
は
庸
善
〉

次
男
は
盛
記
〈
本
名
は
庸
嘉
〉

三
男
は
盛
憙

尚
穆
王
世
代

一
七
七
三
年
十
月
三
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
七
八
二
年
六
月
朔
日
、
御
番
所
御
番
筑
登
之
と
な
る
。

一
七
九
三
年
十
二
月
朔
日
、
給
地
御
蔵
筆
者
と
な
る
。
朝
廷
に
拝
謝
の
時
、
恭

し
く
聖
上
御
玉
貫
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
〈
原
是
御
近
習
筆
者
勤
め
の
故

な
り
。〉。

尚
温
王
世
代

一
八
〇
〇
年
七
月
二
十
六
日
、
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
八
〇
二
年
八
月
四
日
不
禄
す
、
享
年
四
十
五
。
号
は
一
峯
。

八
世
盛
演

八
世
盛
演
〈
本
名
乗
頭
字
庸
た
り
と
い
え
ど
も
、
字
性
悪
敷
に
よ
り
訟
を
奏
し
て
、

盛
に
改
む
。
こ
れ
に
よ
り
、
以
後
盛
の
字
を
用
い
る
な
り
。〉

童
名
は
思
龜
、
唐
名
は
元
秉
勝
、
行
一
。
一
七
八
二
年
十
月
二
十
三
日
生
ま
れ
。

父
は
庸
泰

母
は
駱
氏
眞
鶴

室
は
欽
氏
米
須
里
之
子
親
雲
上
清
増
の
女
思
戸

長
男
は
盛
昭

次
男
は
盛
康

三
男
は
盛
蔭

尚
温
王
世
代

一
七
九
六
年
五
月
十
日
、
敧
髻
を
結
う
。

尚
灝
王
世
代

一
八
一
〇
年
十
二
月
朔
日
、
筑
登
之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
八
一
四
年
十
二
月
朔
日
、
御
茶
屋
筆
者
と
な
り
、
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
八
二
一
年
五
月
朔
日
、
山
奉
行
筆
者
と
な
る
。

一
八
二
六
年
十
二
月
朔
日
、
請
地
代
官
主
取
と
な
り
、
勢
頭
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
八
三
二
年
八
月
二
十
日
不
禄
す
、
享
年
五
十
一
。
号
は
安
心
。

八
世
盛
記

八
世
盛
記
〈
知
念
筑
登
之
親
雲
上
。
本
名
乗
頭
字
庸
た
り
と
い
え
ど
も
、
字
性
悪

敷
に
よ
り
訟
を
奏
し
て
、
盛
に
改
む
。
こ
れ
に
よ
り
、
以
後
盛
の
字
を
用
い
る

な
り
。〉

童
名
は
眞
蒲
戸
、
唐
名
は
元
秉
義
、
行
二
。
一
七
八
六
年
九
月
十
三
日
生
ま
れ
。

父
は
庸
泰

母
は
駱
氏
眞
鶴

室
は
真
和
志
村
の
無
系
金
城
尓
也
の
女
眞
鶴
〈
一
八
五
一
年
十
月
二
十
四
日
死

す
、
享
年
五
十
九
。
号
は
安
心
。〉

長
女
は
眞
蒲
戸
〈
一
八
一
五
年
五
月
十
日
生
ま
れ
。〉

長
男
は
盛
悦

尚
温
王
世
代

一
八
〇
〇
年
八
月
八
日
、
敧
髻
を
結
う
。

尚
灝
王
世
代

○
読
み
下
し
文
（
世
系
図
は
省
略
す
る
）

元
姓
家
譜
〈
支
流
〉

　
　
　
　紀
録

　四
世
庸
正

　四
世
庸
正
〈
知
念
筑
登
之
親
雲
上
〉

童
名
は
松
金
、
唐
名
は
元
世
爵
、
行
一
。
一
六
六
四
年
四
月
五
日
生
ま
れ
。

父
は
元
開
極
糸
数
知
念
親
雲
上
庸
忠
の
三
世
元
國
祥
知
念
子
庸
盈
〈
一
六
三
二

年
七
月
五
日
生
ま
れ
。
一
六
八
八
年
四
月
十
七
日
不
禄
す
、
享
年
五
十
七
。
号

は
雲
心
。〉

母
は
眞
壁
間
切
新
垣
村
の
無
系
保
榮
茂
尓
也
の
女
眞
鍋
〈
生
日
は
不
伝
、

一
六
八
四
年
九
月
十
六
日
死
す
。
号
は
月
嶺
。〉

室
は
久
場
川
村
の
無
系
石
川
尓
也
の
女
眞
牛
〈
生
日
は
不
伝
、
一
七
三
九
年
九

月
二
十
二
日
死
す
。
号
は
茂
室
。〉

長
男
は
庸
德

尚
貞
王
世
代

一
六
八
〇
年
八
月
十
八
日
、
敧
髻
を
結
う
。

尚
敬
王
世
代

一
七
三
〇
年
六
月
十
四
日
、
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
七
四
五
年
七
月
十
二
日
不
禄
す
、
寿
八
十
二
。
号
は
秋
岳
。

　五
世
庸
德

　五
世
庸
德
〈
知
念
筑
登
之
〉

童
名
は
思
五
良
、
唐
名
は
元
應
德
、
行
一
。
一
六
八
七
年
七
月
二
十
八
日
生
ま

れ
。

父
は
庸
正

母
は
無
系
眞
牛

室
は
西
原
間
切
小
那
覇
村
の
無
系
小
橋
川
尓
也
の
女
眞
牛
〈
生
日
は
不
伝
、

一
七
六
七
年
六
月
朔
日
死
す
。
号
は
清
蓮
。〉

長
女
武
樽
金
〈
一
七
二
一
年
二
月
二
十
七
日
生
ま
れ
。
一
七
六
六
年
九
月

二
十
二
日
死
す
、
享
年
四
十
六
。
号
は
菊
芳
。〉

長
男
は
庸
松

尚
貞
王
世
代

一
七
〇
四
年
八
月
十
七
日
、
敧
髻
を
結
う
。

尚
敬
王
世
代

一
七
三
九
年
六
月
八
日
、
筑
登
之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
七
四
五
年
八
月
十
八
日
不
禄
す
、
享
年
五
十
九
。
号
は
月
秋
。

　六
世
庸
松

　六
世
庸
松
〈
知
念
筑
登
之
親
雲
上
〉

童
名
は
思
龜
、
唐
名
は
元
大
亨
、
行
一
。
一
七
二
四
年
六
月
十
九
日
生
ま
れ
。

父
は
庸
德

母
は
無
系
眞
牛

室
は
無
系
島
袋
筑
登
之
親
雲
上
の
女
眞
鶴
〈
後
に
離
別
す
。〉

長
女
は
眞
牛
〈
一
七
四
四
年
十
一
月
五
日
生
ま
れ
。
一
七
六
七
年
十
二
月
四
日

死
す
、
享
年
二
十
四
。
号
は
梅
吟
。〉

継
室
は
表
氏
玉
寄
尓
也
貫
亮
の
女
思
加
那
〈
一
七
一
七
年
十
二
月
七
日
生
ま

れ
。
一
七
七
四
年
三
月
十
一
日
死
す
、
享
年
五
十
八
。
号
は
本
園
。〉

長
男
は
庸
蕃
〈
童
名
は
思
德
、
唐
名
は
元
克
温
。
一
七
四
九
年
正
月
十
八
日
生

ま
れ
。
一
七
五
四
年
十
二
月
二
十
二
日
死
す
、
享
年
六
。〉

次
女
は
思
戸
〈
一
七
五
〇
年
十
月
二
十
三
日
生
ま
れ
。
同
年
十
二
月
二
十
日
殤

す
、
享
年
一
。〉

次
男
は
庸
長
〈
兄
庸
蕃
早
死
に
よ
り
、
訟
を
奏
し
て
嫡
子
と
な
る
。〉

三
男
は
庸
泰

三
女
は
松
金
〈
一
七
六
二
年
十
一
月
二
十
五
日
生
ま
れ
。
一
七
六
五
年
二
月

十
六
日
殤
す
、
享
年
四
。〉

尚
敬
王
世
代

一
七
四
〇
年
二
月
五
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
七
四
八
年
六
月
十
五
日
、
筑
登
之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

尚
穆
王
世
代

一
七
六
七
年
十
二
月
七
日
、
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
七
八
二
年
六
月
二
十
二
日
不
禄
す
、
享
年
五
十
九
。

　七
世
庸
長

　七
世
庸
長
〈
知
念
筑
登
之
親
雲
上
〉

童
名
は
思
次
良
、
唐
名
は
元
瑚
、
行
二
。
一
七
五
五
年
十
月
十
八
日
生
ま
れ
。

兄
庸
蕃
早
死
に
よ
り
、
一
八
三
一
年
十
二
月
、
訟
を
奏
し
て
嫡
子
と
な
る
。
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父
は
庸
松

母
は
表
氏
思
加
那

尚
穆
王
世
代

一
七
七
一
年
十
二
月
二
十
五
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
七
八
二
年
十
二
月
朔
日
、
筑
登
之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

尚
温
王
世
代

一
七
九
五
年
六
月
朔
日
、
御
道
具
当
筆
者
と
な
る
。

一
八
〇
〇
年
七
月
二
十
六
日
、
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
る
。

[

尚
灝
王
世
代]

一
八
一
一
年
六
月
朔
日
、
野
嵩
御
殿
庫
理
大
屋
子
と
な
る
。

一
八
一
八
年
十
二
月
十
日
不
禄
す
、
寿
六
十
四
。

　七
世
庸
泰

　七
世
庸
泰
〈
知
念
筑
登
之
親
雲
上
〉

童
名
は
樽
金
、
唐
名
は
元
秉
和
、
行
三
。
一
七
五
八
年
十
一
月
六
日
生
ま
れ
。

父
は
庸
松

母
は
表
氏
思
加
那

室
は
駱
氏
銘
苅
筑
登
之
春
章
の
女
眞
鶴
〈
一
七
五
九
年
五
月
十
三
日
生
ま
れ
。

一
七
九
三
年
二
月
十
九
日
死
す
、
享
年
三
十
五
。
号
は
自
安
。〉

長
男
は
盛
演
〈
本
名
は
庸
善
〉

次
男
は
盛
記
〈
本
名
は
庸
嘉
〉

三
男
は
盛
憙

尚
穆
王
世
代

一
七
七
三
年
十
月
三
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
七
八
二
年
六
月
朔
日
、
御
番
所
御
番
筑
登
之
と
な
る
。

一
七
九
三
年
十
二
月
朔
日
、
給
地
御
蔵
筆
者
と
な
る
。
朝
廷
に
拝
謝
の
時
、
恭

し
く
聖
上
御
玉
貫
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
〈
原
是
御
近
習
筆
者
勤
め
の
故

な
り
。〉。

尚
温
王
世
代

一
八
〇
〇
年
七
月
二
十
六
日
、
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
八
〇
二
年
八
月
四
日
不
禄
す
、
享
年
四
十
五
。
号
は
一
峯
。

八
世
盛
演

八
世
盛
演
〈
本
名
乗
頭
字
庸
た
り
と
い
え
ど
も
、
字
性
悪
敷
に
よ
り
訟
を
奏
し
て
、

盛
に
改
む
。
こ
れ
に
よ
り
、
以
後
盛
の
字
を
用
い
る
な
り
。〉

童
名
は
思
龜
、
唐
名
は
元
秉
勝
、
行
一
。
一
七
八
二
年
十
月
二
十
三
日
生
ま
れ
。

父
は
庸
泰

母
は
駱
氏
眞
鶴

室
は
欽
氏
米
須
里
之
子
親
雲
上
清
増
の
女
思
戸

長
男
は
盛
昭

次
男
は
盛
康

三
男
は
盛
蔭

尚
温
王
世
代

一
七
九
六
年
五
月
十
日
、
敧
髻
を
結
う
。

尚
灝
王
世
代

一
八
一
〇
年
十
二
月
朔
日
、
筑
登
之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
八
一
四
年
十
二
月
朔
日
、
御
茶
屋
筆
者
と
な
り
、
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
八
二
一
年
五
月
朔
日
、
山
奉
行
筆
者
と
な
る
。

一
八
二
六
年
十
二
月
朔
日
、
請
地
代
官
主
取
と
な
り
、
勢
頭
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
八
三
二
年
八
月
二
十
日
不
禄
す
、
享
年
五
十
一
。
号
は
安
心
。

八
世
盛
記

八
世
盛
記
〈
知
念
筑
登
之
親
雲
上
。
本
名
乗
頭
字
庸
た
り
と
い
え
ど
も
、
字
性
悪

敷
に
よ
り
訟
を
奏
し
て
、
盛
に
改
む
。
こ
れ
に
よ
り
、
以
後
盛
の
字
を
用
い
る

な
り
。〉

童
名
は
眞
蒲
戸
、
唐
名
は
元
秉
義
、
行
二
。
一
七
八
六
年
九
月
十
三
日
生
ま
れ
。

父
は
庸
泰

母
は
駱
氏
眞
鶴

室
は
真
和
志
村
の
無
系
金
城
尓
也
の
女
眞
鶴
〈
一
八
五
一
年
十
月
二
十
四
日
死

す
、
享
年
五
十
九
。
号
は
安
心
。〉

長
女
は
眞
蒲
戸
〈
一
八
一
五
年
五
月
十
日
生
ま
れ
。〉

長
男
は
盛
悦

尚
温
王
世
代

一
八
〇
〇
年
八
月
八
日
、
敧
髻
を
結
う
。

尚
灝
王
世
代

○
読
み
下
し
文
（
世
系
図
は
省
略
す
る
）

元
姓
家
譜
〈
支
流
〉

　
　
　
　紀
録

　四
世
庸
正

　四
世
庸
正
〈
知
念
筑
登
之
親
雲
上
〉

童
名
は
松
金
、
唐
名
は
元
世
爵
、
行
一
。
一
六
六
四
年
四
月
五
日
生
ま
れ
。

父
は
元
開
極
糸
数
知
念
親
雲
上
庸
忠
の
三
世
元
國
祥
知
念
子
庸
盈
〈
一
六
三
二

年
七
月
五
日
生
ま
れ
。
一
六
八
八
年
四
月
十
七
日
不
禄
す
、
享
年
五
十
七
。
号

は
雲
心
。〉

母
は
眞
壁
間
切
新
垣
村
の
無
系
保
榮
茂
尓
也
の
女
眞
鍋
〈
生
日
は
不
伝
、

一
六
八
四
年
九
月
十
六
日
死
す
。
号
は
月
嶺
。〉

室
は
久
場
川
村
の
無
系
石
川
尓
也
の
女
眞
牛
〈
生
日
は
不
伝
、
一
七
三
九
年
九

月
二
十
二
日
死
す
。
号
は
茂
室
。〉

長
男
は
庸
德

尚
貞
王
世
代

一
六
八
〇
年
八
月
十
八
日
、
敧
髻
を
結
う
。

尚
敬
王
世
代

一
七
三
〇
年
六
月
十
四
日
、
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
七
四
五
年
七
月
十
二
日
不
禄
す
、
寿
八
十
二
。
号
は
秋
岳
。

　五
世
庸
德

　五
世
庸
德
〈
知
念
筑
登
之
〉

童
名
は
思
五
良
、
唐
名
は
元
應
德
、
行
一
。
一
六
八
七
年
七
月
二
十
八
日
生
ま

れ
。

父
は
庸
正

母
は
無
系
眞
牛

室
は
西
原
間
切
小
那
覇
村
の
無
系
小
橋
川
尓
也
の
女
眞
牛
〈
生
日
は
不
伝
、

一
七
六
七
年
六
月
朔
日
死
す
。
号
は
清
蓮
。〉

長
女
武
樽
金
〈
一
七
二
一
年
二
月
二
十
七
日
生
ま
れ
。
一
七
六
六
年
九
月

二
十
二
日
死
す
、
享
年
四
十
六
。
号
は
菊
芳
。〉

長
男
は
庸
松

尚
貞
王
世
代

一
七
〇
四
年
八
月
十
七
日
、
敧
髻
を
結
う
。

尚
敬
王
世
代

一
七
三
九
年
六
月
八
日
、
筑
登
之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
七
四
五
年
八
月
十
八
日
不
禄
す
、
享
年
五
十
九
。
号
は
月
秋
。

　六
世
庸
松

　六
世
庸
松
〈
知
念
筑
登
之
親
雲
上
〉

童
名
は
思
龜
、
唐
名
は
元
大
亨
、
行
一
。
一
七
二
四
年
六
月
十
九
日
生
ま
れ
。

父
は
庸
德

母
は
無
系
眞
牛

室
は
無
系
島
袋
筑
登
之
親
雲
上
の
女
眞
鶴
〈
後
に
離
別
す
。〉

長
女
は
眞
牛
〈
一
七
四
四
年
十
一
月
五
日
生
ま
れ
。
一
七
六
七
年
十
二
月
四
日

死
す
、
享
年
二
十
四
。
号
は
梅
吟
。〉

継
室
は
表
氏
玉
寄
尓
也
貫
亮
の
女
思
加
那
〈
一
七
一
七
年
十
二
月
七
日
生
ま

れ
。
一
七
七
四
年
三
月
十
一
日
死
す
、
享
年
五
十
八
。
号
は
本
園
。〉

長
男
は
庸
蕃
〈
童
名
は
思
德
、
唐
名
は
元
克
温
。
一
七
四
九
年
正
月
十
八
日
生

ま
れ
。
一
七
五
四
年
十
二
月
二
十
二
日
死
す
、
享
年
六
。〉

次
女
は
思
戸
〈
一
七
五
〇
年
十
月
二
十
三
日
生
ま
れ
。
同
年
十
二
月
二
十
日
殤

す
、
享
年
一
。〉

次
男
は
庸
長
〈
兄
庸
蕃
早
死
に
よ
り
、
訟
を
奏
し
て
嫡
子
と
な
る
。〉

三
男
は
庸
泰

三
女
は
松
金
〈
一
七
六
二
年
十
一
月
二
十
五
日
生
ま
れ
。
一
七
六
五
年
二
月

十
六
日
殤
す
、
享
年
四
。〉

尚
敬
王
世
代

一
七
四
〇
年
二
月
五
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
七
四
八
年
六
月
十
五
日
、
筑
登
之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

尚
穆
王
世
代

一
七
六
七
年
十
二
月
七
日
、
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
七
八
二
年
六
月
二
十
二
日
不
禄
す
、
享
年
五
十
九
。

　七
世
庸
長

　七
世
庸
長
〈
知
念
筑
登
之
親
雲
上
〉

童
名
は
思
次
良
、
唐
名
は
元
瑚
、
行
二
。
一
七
五
五
年
十
月
十
八
日
生
ま
れ
。

兄
庸
蕃
早
死
に
よ
り
、
一
八
三
一
年
十
二
月
、
訟
を
奏
し
て
嫡
子
と
な
る
。
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父
は
庸
松

母
は
表
氏
思
加
那

尚
穆
王
世
代

一
七
七
一
年
十
二
月
二
十
五
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
七
八
二
年
十
二
月
朔
日
、
筑
登
之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

尚
温
王
世
代

一
七
九
五
年
六
月
朔
日
、
御
道
具
当
筆
者
と
な
る
。

一
八
〇
〇
年
七
月
二
十
六
日
、
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
る
。

[

尚
灝
王
世
代]

一
八
一
一
年
六
月
朔
日
、
野
嵩
御
殿
庫
理
大
屋
子
と
な
る
。

一
八
一
八
年
十
二
月
十
日
不
禄
す
、
寿
六
十
四
。

　七
世
庸
泰

　七
世
庸
泰
〈
知
念
筑
登
之
親
雲
上
〉

童
名
は
樽
金
、
唐
名
は
元
秉
和
、
行
三
。
一
七
五
八
年
十
一
月
六
日
生
ま
れ
。

父
は
庸
松

母
は
表
氏
思
加
那

室
は
駱
氏
銘
苅
筑
登
之
春
章
の
女
眞
鶴
〈
一
七
五
九
年
五
月
十
三
日
生
ま
れ
。

一
七
九
三
年
二
月
十
九
日
死
す
、
享
年
三
十
五
。
号
は
自
安
。〉

長
男
は
盛
演
〈
本
名
は
庸
善
〉

次
男
は
盛
記
〈
本
名
は
庸
嘉
〉

三
男
は
盛
憙

尚
穆
王
世
代

一
七
七
三
年
十
月
三
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
七
八
二
年
六
月
朔
日
、
御
番
所
御
番
筑
登
之
と
な
る
。

一
七
九
三
年
十
二
月
朔
日
、
給
地
御
蔵
筆
者
と
な
る
。
朝
廷
に
拝
謝
の
時
、
恭

し
く
聖
上
御
玉
貫
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
〈
原
是
御
近
習
筆
者
勤
め
の
故

な
り
。〉。

尚
温
王
世
代

一
八
〇
〇
年
七
月
二
十
六
日
、
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
八
〇
二
年
八
月
四
日
不
禄
す
、
享
年
四
十
五
。
号
は
一
峯
。

八
世
盛
演

八
世
盛
演
〈
本
名
乗
頭
字
庸
た
り
と
い
え
ど
も
、
字
性
悪
敷
に
よ
り
訟
を
奏
し
て
、

盛
に
改
む
。
こ
れ
に
よ
り
、
以
後
盛
の
字
を
用
い
る
な
り
。〉

童
名
は
思
龜
、
唐
名
は
元
秉
勝
、
行
一
。
一
七
八
二
年
十
月
二
十
三
日
生
ま
れ
。

父
は
庸
泰

母
は
駱
氏
眞
鶴

室
は
欽
氏
米
須
里
之
子
親
雲
上
清
増
の
女
思
戸

長
男
は
盛
昭

次
男
は
盛
康

三
男
は
盛
蔭

尚
温
王
世
代

一
七
九
六
年
五
月
十
日
、
敧
髻
を
結
う
。

尚
灝
王
世
代

一
八
一
〇
年
十
二
月
朔
日
、
筑
登
之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
八
一
四
年
十
二
月
朔
日
、
御
茶
屋
筆
者
と
な
り
、
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
八
二
一
年
五
月
朔
日
、
山
奉
行
筆
者
と
な
る
。

一
八
二
六
年
十
二
月
朔
日
、
請
地
代
官
主
取
と
な
り
、
勢
頭
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
八
三
二
年
八
月
二
十
日
不
禄
す
、
享
年
五
十
一
。
号
は
安
心
。

八
世
盛
記

八
世
盛
記
〈
知
念
筑
登
之
親
雲
上
。
本
名
乗
頭
字
庸
た
り
と
い
え
ど
も
、
字
性
悪

敷
に
よ
り
訟
を
奏
し
て
、
盛
に
改
む
。
こ
れ
に
よ
り
、
以
後
盛
の
字
を
用
い
る

な
り
。〉

童
名
は
眞
蒲
戸
、
唐
名
は
元
秉
義
、
行
二
。
一
七
八
六
年
九
月
十
三
日
生
ま
れ
。

父
は
庸
泰

母
は
駱
氏
眞
鶴

室
は
真
和
志
村
の
無
系
金
城
尓
也
の
女
眞
鶴
〈
一
八
五
一
年
十
月
二
十
四
日
死

す
、
享
年
五
十
九
。
号
は
安
心
。〉

長
女
は
眞
蒲
戸
〈
一
八
一
五
年
五
月
十
日
生
ま
れ
。〉

長
男
は
盛
悦

尚
温
王
世
代

一
八
〇
〇
年
八
月
八
日
、
敧
髻
を
結
う
。

尚
灝
王
世
代

○
読
み
下
し
文
（
世
系
図
は
省
略
す
る
）

元
姓
家
譜
〈
支
流
〉

　
　
　
　紀
録

　四
世
庸
正

　四
世
庸
正
〈
知
念
筑
登
之
親
雲
上
〉

童
名
は
松
金
、
唐
名
は
元
世
爵
、
行
一
。
一
六
六
四
年
四
月
五
日
生
ま
れ
。

父
は
元
開
極
糸
数
知
念
親
雲
上
庸
忠
の
三
世
元
國
祥
知
念
子
庸
盈
〈
一
六
三
二

年
七
月
五
日
生
ま
れ
。
一
六
八
八
年
四
月
十
七
日
不
禄
す
、
享
年
五
十
七
。
号

は
雲
心
。〉

母
は
眞
壁
間
切
新
垣
村
の
無
系
保
榮
茂
尓
也
の
女
眞
鍋
〈
生
日
は
不
伝
、

一
六
八
四
年
九
月
十
六
日
死
す
。
号
は
月
嶺
。〉

室
は
久
場
川
村
の
無
系
石
川
尓
也
の
女
眞
牛
〈
生
日
は
不
伝
、
一
七
三
九
年
九

月
二
十
二
日
死
す
。
号
は
茂
室
。〉

長
男
は
庸
德

尚
貞
王
世
代

一
六
八
〇
年
八
月
十
八
日
、
敧
髻
を
結
う
。

尚
敬
王
世
代

一
七
三
〇
年
六
月
十
四
日
、
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
七
四
五
年
七
月
十
二
日
不
禄
す
、
寿
八
十
二
。
号
は
秋
岳
。

　五
世
庸
德

　五
世
庸
德
〈
知
念
筑
登
之
〉

童
名
は
思
五
良
、
唐
名
は
元
應
德
、
行
一
。
一
六
八
七
年
七
月
二
十
八
日
生
ま

れ
。

父
は
庸
正

母
は
無
系
眞
牛

室
は
西
原
間
切
小
那
覇
村
の
無
系
小
橋
川
尓
也
の
女
眞
牛
〈
生
日
は
不
伝
、

一
七
六
七
年
六
月
朔
日
死
す
。
号
は
清
蓮
。〉

長
女
武
樽
金
〈
一
七
二
一
年
二
月
二
十
七
日
生
ま
れ
。
一
七
六
六
年
九
月

二
十
二
日
死
す
、
享
年
四
十
六
。
号
は
菊
芳
。〉

長
男
は
庸
松

尚
貞
王
世
代

一
七
〇
四
年
八
月
十
七
日
、
敧
髻
を
結
う
。

尚
敬
王
世
代

一
七
三
九
年
六
月
八
日
、
筑
登
之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
七
四
五
年
八
月
十
八
日
不
禄
す
、
享
年
五
十
九
。
号
は
月
秋
。

　六
世
庸
松

　六
世
庸
松
〈
知
念
筑
登
之
親
雲
上
〉

童
名
は
思
龜
、
唐
名
は
元
大
亨
、
行
一
。
一
七
二
四
年
六
月
十
九
日
生
ま
れ
。

父
は
庸
德

母
は
無
系
眞
牛

室
は
無
系
島
袋
筑
登
之
親
雲
上
の
女
眞
鶴
〈
後
に
離
別
す
。〉

長
女
は
眞
牛
〈
一
七
四
四
年
十
一
月
五
日
生
ま
れ
。
一
七
六
七
年
十
二
月
四
日

死
す
、
享
年
二
十
四
。
号
は
梅
吟
。〉

継
室
は
表
氏
玉
寄
尓
也
貫
亮
の
女
思
加
那
〈
一
七
一
七
年
十
二
月
七
日
生
ま

れ
。
一
七
七
四
年
三
月
十
一
日
死
す
、
享
年
五
十
八
。
号
は
本
園
。〉

長
男
は
庸
蕃
〈
童
名
は
思
德
、
唐
名
は
元
克
温
。
一
七
四
九
年
正
月
十
八
日
生

ま
れ
。
一
七
五
四
年
十
二
月
二
十
二
日
死
す
、
享
年
六
。〉

次
女
は
思
戸
〈
一
七
五
〇
年
十
月
二
十
三
日
生
ま
れ
。
同
年
十
二
月
二
十
日
殤

す
、
享
年
一
。〉

次
男
は
庸
長
〈
兄
庸
蕃
早
死
に
よ
り
、
訟
を
奏
し
て
嫡
子
と
な
る
。〉

三
男
は
庸
泰

三
女
は
松
金
〈
一
七
六
二
年
十
一
月
二
十
五
日
生
ま
れ
。
一
七
六
五
年
二
月

十
六
日
殤
す
、
享
年
四
。〉

尚
敬
王
世
代

一
七
四
〇
年
二
月
五
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
七
四
八
年
六
月
十
五
日
、
筑
登
之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

尚
穆
王
世
代

一
七
六
七
年
十
二
月
七
日
、
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
七
八
二
年
六
月
二
十
二
日
不
禄
す
、
享
年
五
十
九
。

　七
世
庸
長

　七
世
庸
長
〈
知
念
筑
登
之
親
雲
上
〉

童
名
は
思
次
良
、
唐
名
は
元
瑚
、
行
二
。
一
七
五
五
年
十
月
十
八
日
生
ま
れ
。

兄
庸
蕃
早
死
に
よ
り
、
一
八
三
一
年
十
二
月
、
訟
を
奏
し
て
嫡
子
と
な
る
。
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母
は
無
系
眞
鶴

尚
育
王
世
代

一
八
三
七
年
五
月
五
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
八
四
二
年
四
月
二
十
九
日
不
禄
す
、
享
年
二
十
。
号
は
自
心
。

　九
世
盛
榮

　九
世
盛
榮

童
名
は
樽
金
、
唐
名
は
元
按
專
、
行
一
。
一
八
二
七
年
八
月
十
九
日
生
ま
れ
。

父
は
盛
憙

母
は
無
系
思
加
那

　九
世
盛
屋

　九
世
盛
屋

童
名
は
眞
三
良
、
唐
名
元
按
言
、
行
二
。
一
八
二
八
年
十
月
九
日
生
ま
れ
。

父
は
盛
憙

母
は
無
系
思
加
那

「元姓世系図」（部分）

一
八
一
五
年
十
二
月
朔
日
、
筑
登
之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
八
二
七
年
六
月
朔
日
、
御
番
所
御
番
親
雲
上
と
な
る
。

一
八
六
〇
年
四
月
二
十
五
日
不
禄
す
、
寿
七
十
七
。
号
は
壽
峯
。

八
世
盛
憙

八
世
盛
憙
〈
本
名
乗
頭
字
庸
た
り
と
い
え
ど
も
、
字
性
悪
敷
に
よ
り
訟
を
奏
し
て
、

盛
に
改
む
。
こ
れ
に
よ
り
、
以
後
盛
の
字
を
用
い
る
な
り
。〉

童
名
は
思
次
良
、
唐
名
は
元
秉
吉
、
行
三
。
一
七
九
〇
年
十
一
月
二
十
五
日
生

ま
れ
。

父
は
庸
泰

母
は
駱
氏
眞
鶴

室
は
町
端
村
の
無
系
澤
岻
筑
登
之
親
雲
上
の
女
思
加
那

長
女
は
眞
鶴
〈
一
八
一
九
年
閏
四
月
二
十
日
生
ま
れ
。〉

長
男
は
盛
榮
〈
童
名
は
樽
金
、
唐
名
は
元
按
專
。
一
八
二
七
年
八
月
十
九
日
生

ま
れ
。
一
八
三
八
年
四
月
五
日
殤
す
、
享
年
十
二
。〉

次
男
は
盛
屋
〈
童
名
は
眞
三
良
、
唐
名
は
元
按
言
。
一
八
二
八
年
十
月
九
日
生

ま
れ
。
一
八
三
四
年
十
一
月
十
五
日
夭
す
、
享
年
七
。〉

三
男
は
盛
治
〈
童
名
は
眞
牛
、
唐
名
は
元
按
義
。
一
八
三
〇
年
十
月
二
十
五
日

生
ま
れ
。
一
八
四
三
年
二
月
十
五
日
殤
す
、
享
年
十
四
。〉

尚
灝
王
世
代

一
八
〇
四
年
十
一
月
二
十
五
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
八
二
四
年
十
二
月
朔
日
、
筑
登
之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
八
四
八
年
五
月
十
一
日
不
禄
す
、
享
年
五
十
九
。
号
は
廣
得
。

　九
世
盛
昭

　九
世
盛
昭

童
名
は
樽
金
、
唐
名
は
元
克
興
、
行
一
。
一
八
〇
二
年
五
月
十
九
日
生
ま
れ
。

父
は
盛
演

母
は
欽
氏
思
戸

室
は
向
氏
喜
舎
場
筑
登
之
親
雲
上
朝
昌
の
女
武
樽
金

長
女
は
眞
鶴
〈
一
八
二
六
年
三
月
十
二
日
生
ま
れ
。〉

次
女
は
眞
牛
〈
一
八
二
八
年
十
二
月
七
日
生
ま
れ
。〉

長
男
は
盛
昌
〈
童
名
は
思
龜
、
唐
名
は
元
循
禮
、
一
八
三
四
年
二
月
二
十
五
日

生
ま
れ
。
一
八
三
七
年
五
月
十
三
日
夭
す
、
享
年
四
。〉

尚
灝
王
世
代

一
八
一
六
年
六
月
十
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
八
二
六
年
十
二
月
朔
日
、
筑
登
之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

尚
育
王
世
代

一
八
三
五
年
六
月
朔
日
、
大
美
御
殿
代
官
筆
者
と
な
る
。

一
八
三
八
年
十
二
月
朔
日
、
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
八
五
一
年
二
月
十
日
不
禄
す
、
享
年
五
十
一
。
号
は
源
心
。

　九
世
盛
康

　九
世
盛
康

童
名
は
思
加
那
、
唐
名
は
元
克
孝
、
行
二
。
一
八
〇
六
年
七
月
二
十
五
日
生
ま

れ
。

父
は
盛
演

母
は
欽
氏
思
戸

室
は
翁
氏
城
間
里
之
子
親
雲
上
盛
有
の
女
思
戸

長
女
は
思
鶴
〈
一
八
三
五
年
正
月
十
五
日
生
ま
れ
。〉

尚
灝
王
世
代

一
八
二
〇
年
八
月
十
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
八
四
六
年
三
月
十
日
不
禄
す
、
享
年
四
十
一
。
号
は
得
心
。

　九
世
盛
蔭

　九
世
盛
蔭

童
名
は
眞
山
戸
、
唐
名
は
元
克
達
、
行
三
。
一
八
〇
七
年
十
二
月
二
十
日
生
ま

れ
。

父
は
盛
演

母
は
欽
氏
思
戸

尚
灝
王
世
代

一
八
二
一
年
三
月
十
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
八
四
一
年
正
月
八
日
不
禄
す
、
享
年
三
十
五
。
号
は
子
本
。

　九
世
盛
悦

　九
世
盛
悦

童
名
は
思
加
那
、
唐
名
は
元
永
全
、
行
一
。
一
八
二
三
年
十
月
八
日
生
ま
れ
。

父
は
盛
記
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母
は
無
系
眞
鶴

尚
育
王
世
代

一
八
三
七
年
五
月
五
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
八
四
二
年
四
月
二
十
九
日
不
禄
す
、
享
年
二
十
。
号
は
自
心
。

　九
世
盛
榮

　九
世
盛
榮

童
名
は
樽
金
、
唐
名
は
元
按
專
、
行
一
。
一
八
二
七
年
八
月
十
九
日
生
ま
れ
。

父
は
盛
憙

母
は
無
系
思
加
那

　九
世
盛
屋

　九
世
盛
屋

童
名
は
眞
三
良
、
唐
名
元
按
言
、
行
二
。
一
八
二
八
年
十
月
九
日
生
ま
れ
。

父
は
盛
憙

母
は
無
系
思
加
那

「元姓世系図」（部分）

一
八
一
五
年
十
二
月
朔
日
、
筑
登
之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
八
二
七
年
六
月
朔
日
、
御
番
所
御
番
親
雲
上
と
な
る
。

一
八
六
〇
年
四
月
二
十
五
日
不
禄
す
、
寿
七
十
七
。
号
は
壽
峯
。

八
世
盛
憙

八
世
盛
憙
〈
本
名
乗
頭
字
庸
た
り
と
い
え
ど
も
、
字
性
悪
敷
に
よ
り
訟
を
奏
し
て
、

盛
に
改
む
。
こ
れ
に
よ
り
、
以
後
盛
の
字
を
用
い
る
な
り
。〉

童
名
は
思
次
良
、
唐
名
は
元
秉
吉
、
行
三
。
一
七
九
〇
年
十
一
月
二
十
五
日
生

ま
れ
。

父
は
庸
泰

母
は
駱
氏
眞
鶴

室
は
町
端
村
の
無
系
澤
岻
筑
登
之
親
雲
上
の
女
思
加
那

長
女
は
眞
鶴
〈
一
八
一
九
年
閏
四
月
二
十
日
生
ま
れ
。〉

長
男
は
盛
榮
〈
童
名
は
樽
金
、
唐
名
は
元
按
專
。
一
八
二
七
年
八
月
十
九
日
生

ま
れ
。
一
八
三
八
年
四
月
五
日
殤
す
、
享
年
十
二
。〉

次
男
は
盛
屋
〈
童
名
は
眞
三
良
、
唐
名
は
元
按
言
。
一
八
二
八
年
十
月
九
日
生

ま
れ
。
一
八
三
四
年
十
一
月
十
五
日
夭
す
、
享
年
七
。〉

三
男
は
盛
治
〈
童
名
は
眞
牛
、
唐
名
は
元
按
義
。
一
八
三
〇
年
十
月
二
十
五
日

生
ま
れ
。
一
八
四
三
年
二
月
十
五
日
殤
す
、
享
年
十
四
。〉

尚
灝
王
世
代

一
八
〇
四
年
十
一
月
二
十
五
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
八
二
四
年
十
二
月
朔
日
、
筑
登
之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
八
四
八
年
五
月
十
一
日
不
禄
す
、
享
年
五
十
九
。
号
は
廣
得
。

　九
世
盛
昭

　九
世
盛
昭

童
名
は
樽
金
、
唐
名
は
元
克
興
、
行
一
。
一
八
〇
二
年
五
月
十
九
日
生
ま
れ
。

父
は
盛
演

母
は
欽
氏
思
戸

室
は
向
氏
喜
舎
場
筑
登
之
親
雲
上
朝
昌
の
女
武
樽
金

長
女
は
眞
鶴
〈
一
八
二
六
年
三
月
十
二
日
生
ま
れ
。〉

次
女
は
眞
牛
〈
一
八
二
八
年
十
二
月
七
日
生
ま
れ
。〉

長
男
は
盛
昌
〈
童
名
は
思
龜
、
唐
名
は
元
循
禮
、
一
八
三
四
年
二
月
二
十
五
日

生
ま
れ
。
一
八
三
七
年
五
月
十
三
日
夭
す
、
享
年
四
。〉

尚
灝
王
世
代

一
八
一
六
年
六
月
十
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
八
二
六
年
十
二
月
朔
日
、
筑
登
之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

尚
育
王
世
代

一
八
三
五
年
六
月
朔
日
、
大
美
御
殿
代
官
筆
者
と
な
る
。

一
八
三
八
年
十
二
月
朔
日
、
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
八
五
一
年
二
月
十
日
不
禄
す
、
享
年
五
十
一
。
号
は
源
心
。

　九
世
盛
康

　九
世
盛
康

童
名
は
思
加
那
、
唐
名
は
元
克
孝
、
行
二
。
一
八
〇
六
年
七
月
二
十
五
日
生
ま

れ
。

父
は
盛
演

母
は
欽
氏
思
戸

室
は
翁
氏
城
間
里
之
子
親
雲
上
盛
有
の
女
思
戸

長
女
は
思
鶴
〈
一
八
三
五
年
正
月
十
五
日
生
ま
れ
。〉

尚
灝
王
世
代

一
八
二
〇
年
八
月
十
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
八
四
六
年
三
月
十
日
不
禄
す
、
享
年
四
十
一
。
号
は
得
心
。

　九
世
盛
蔭

　九
世
盛
蔭

童
名
は
眞
山
戸
、
唐
名
は
元
克
達
、
行
三
。
一
八
〇
七
年
十
二
月
二
十
日
生
ま

れ
。

父
は
盛
演

母
は
欽
氏
思
戸

尚
灝
王
世
代

一
八
二
一
年
三
月
十
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
八
四
一
年
正
月
八
日
不
禄
す
、
享
年
三
十
五
。
号
は
子
本
。

　九
世
盛
悦

　九
世
盛
悦

童
名
は
思
加
那
、
唐
名
は
元
永
全
、
行
一
。
一
八
二
三
年
十
月
八
日
生
ま
れ
。

父
は
盛
記
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母
は
無
系
眞
鶴

尚
育
王
世
代

一
八
三
七
年
五
月
五
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
八
四
二
年
四
月
二
十
九
日
不
禄
す
、
享
年
二
十
。
号
は
自
心
。

　九
世
盛
榮

　九
世
盛
榮

童
名
は
樽
金
、
唐
名
は
元
按
專
、
行
一
。
一
八
二
七
年
八
月
十
九
日
生
ま
れ
。

父
は
盛
憙

母
は
無
系
思
加
那

　九
世
盛
屋

　九
世
盛
屋

童
名
は
眞
三
良
、
唐
名
元
按
言
、
行
二
。
一
八
二
八
年
十
月
九
日
生
ま
れ
。

父
は
盛
憙

母
は
無
系
思
加
那

「元姓世系図」（部分）

一
八
一
五
年
十
二
月
朔
日
、
筑
登
之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
八
二
七
年
六
月
朔
日
、
御
番
所
御
番
親
雲
上
と
な
る
。

一
八
六
〇
年
四
月
二
十
五
日
不
禄
す
、
寿
七
十
七
。
号
は
壽
峯
。

八
世
盛
憙

八
世
盛
憙
〈
本
名
乗
頭
字
庸
た
り
と
い
え
ど
も
、
字
性
悪
敷
に
よ
り
訟
を
奏
し
て
、

盛
に
改
む
。
こ
れ
に
よ
り
、
以
後
盛
の
字
を
用
い
る
な
り
。〉

童
名
は
思
次
良
、
唐
名
は
元
秉
吉
、
行
三
。
一
七
九
〇
年
十
一
月
二
十
五
日
生

ま
れ
。

父
は
庸
泰

母
は
駱
氏
眞
鶴

室
は
町
端
村
の
無
系
澤
岻
筑
登
之
親
雲
上
の
女
思
加
那

長
女
は
眞
鶴
〈
一
八
一
九
年
閏
四
月
二
十
日
生
ま
れ
。〉

長
男
は
盛
榮
〈
童
名
は
樽
金
、
唐
名
は
元
按
專
。
一
八
二
七
年
八
月
十
九
日
生

ま
れ
。
一
八
三
八
年
四
月
五
日
殤
す
、
享
年
十
二
。〉

次
男
は
盛
屋
〈
童
名
は
眞
三
良
、
唐
名
は
元
按
言
。
一
八
二
八
年
十
月
九
日
生

ま
れ
。
一
八
三
四
年
十
一
月
十
五
日
夭
す
、
享
年
七
。〉

三
男
は
盛
治
〈
童
名
は
眞
牛
、
唐
名
は
元
按
義
。
一
八
三
〇
年
十
月
二
十
五
日

生
ま
れ
。
一
八
四
三
年
二
月
十
五
日
殤
す
、
享
年
十
四
。〉

尚
灝
王
世
代

一
八
〇
四
年
十
一
月
二
十
五
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
八
二
四
年
十
二
月
朔
日
、
筑
登
之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
八
四
八
年
五
月
十
一
日
不
禄
す
、
享
年
五
十
九
。
号
は
廣
得
。

　九
世
盛
昭

　九
世
盛
昭

童
名
は
樽
金
、
唐
名
は
元
克
興
、
行
一
。
一
八
〇
二
年
五
月
十
九
日
生
ま
れ
。

父
は
盛
演

母
は
欽
氏
思
戸

室
は
向
氏
喜
舎
場
筑
登
之
親
雲
上
朝
昌
の
女
武
樽
金

長
女
は
眞
鶴
〈
一
八
二
六
年
三
月
十
二
日
生
ま
れ
。〉

次
女
は
眞
牛
〈
一
八
二
八
年
十
二
月
七
日
生
ま
れ
。〉

長
男
は
盛
昌
〈
童
名
は
思
龜
、
唐
名
は
元
循
禮
、
一
八
三
四
年
二
月
二
十
五
日

生
ま
れ
。
一
八
三
七
年
五
月
十
三
日
夭
す
、
享
年
四
。〉

尚
灝
王
世
代

一
八
一
六
年
六
月
十
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
八
二
六
年
十
二
月
朔
日
、
筑
登
之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

尚
育
王
世
代

一
八
三
五
年
六
月
朔
日
、
大
美
御
殿
代
官
筆
者
と
な
る
。

一
八
三
八
年
十
二
月
朔
日
、
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
八
五
一
年
二
月
十
日
不
禄
す
、
享
年
五
十
一
。
号
は
源
心
。

　九
世
盛
康

　九
世
盛
康

童
名
は
思
加
那
、
唐
名
は
元
克
孝
、
行
二
。
一
八
〇
六
年
七
月
二
十
五
日
生
ま

れ
。

父
は
盛
演

母
は
欽
氏
思
戸

室
は
翁
氏
城
間
里
之
子
親
雲
上
盛
有
の
女
思
戸

長
女
は
思
鶴
〈
一
八
三
五
年
正
月
十
五
日
生
ま
れ
。〉

尚
灝
王
世
代

一
八
二
〇
年
八
月
十
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
八
四
六
年
三
月
十
日
不
禄
す
、
享
年
四
十
一
。
号
は
得
心
。

　九
世
盛
蔭

　九
世
盛
蔭

童
名
は
眞
山
戸
、
唐
名
は
元
克
達
、
行
三
。
一
八
〇
七
年
十
二
月
二
十
日
生
ま

れ
。

父
は
盛
演

母
は
欽
氏
思
戸

尚
灝
王
世
代

一
八
二
一
年
三
月
十
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
八
四
一
年
正
月
八
日
不
禄
す
、
享
年
三
十
五
。
号
は
子
本
。

　九
世
盛
悦

　九
世
盛
悦

童
名
は
思
加
那
、
唐
名
は
元
永
全
、
行
一
。
一
八
二
三
年
十
月
八
日
生
ま
れ
。

父
は
盛
記

−112−（19）



九世・盛康の記事の後ろに、十一世・盛開によって追加されたと思われる書き込みがある。

左頁の八世・盛演の名前の下に、名乗頭を「庸」から「盛」に改めることの注釈がある。
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